
お知らせします

ネットワークシステム

平
成
１１
年
８
月
に
、
住
民
基

本
台
帳
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
全
国

民
を
対
象
と
し
た
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が

1
4年
８
月
か
ら
一
部
稼
動
し
、

１５
年
８
月
に
は
、
全
部
稼
動
す

る
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
の

た
め
、
全
国
の
市
区
町
村
の
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
と
都
道

府
県
・
総
務
大
臣
が
指
定
す
る

情
報
処
理
機
関
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
結
び
、
事
務
処
理
（
住
民

票
の
写
し
の
交
付
お
よ
び
転
入

転
出
手
続
等
）
の
簡
素
化
や
国

の
行
政
機
関
等
に
対
す
る
本
人

確
認
情
報
の
提
供
を
行
な
う
も

の
で
す
。

固
市
民
課
昔
3
6
6
・
7
3
4
0

市
区
町

村

が
管
理
す

る
住
民

基

本

口
帳
の
記
録
の
中
か
ら
①

氏
名

②

生
年
月
日
③
性
別
①

住
所

面
新

た
に
付
け
ら

れ
る
住
民

票
コ

ー
ド

⑥
こ
れ
ら

の
変
更

情
報
に
よ
り

、

全
国
共
通

の
本
人

確
認

を
叮

能
と

し
、
国

の
行

政
機
関
な
ど
が
住
民

の
皆
さ

ん
か
ら
の
各
種
届

出
や
申

請
な
ど

の
際

に
、
こ

の
シ
ス
テ
ム

か
ら
本
人
確

認
情
報
の
提
供
を
受

け

る
も

の
で
す
。

例
え

ば
、
雇
用

保
険
や
労
災
保

険

の
給
付

、
恩

給
の
支
給
、
客
種

資
格
取
得

な
ど
に
、
住
民
票

の
写

し

や
証
明

を
提
出
す

る
こ
と

が
、

順
次
不

要
と
な
り
ま
す

。

平

成
Ｈ
年

８
月
５
囗

非
か
ら
住

民

基
本
台
帳
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
運
営
す

る
た

め
、
住
民

票

コ

ー・
ド
を
８
月
に
市
民

の
皆

さ
ん

に
通
知
し
ま
す

。

通
知
（

ガ
キ
は
、
世
帯
単
位
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
世
帯
の
一
人

ひ
と
り
に
住
民
票
コ

ー
ド
を
つ
け

て
あ
り
ま
す
。

住
民
票
コ
ー

ド
は
、
無
作
為
に

抽
出
さ
れ
た
十
一
桁

の
重
複
の
な

い
番
号
で
す
。

住
所

・
氏
名
等
に

変
更

が
あ
っ

て
も
番
号
は
変

わ
り

ま
せ

ん
が
、

本
人

の
申
し
出
に
よ
口

変
更
す

る

こ
と

が
で
き
ま
す

香

万
の
指

定

は
で
き
ま
せ

ん
）
。

平

成
1
5年

８
月
か
ら
、
本
人
の

申
請

に
よ
り
、
住
民
基
本
台
帳

カ

ー
ド
の
発
行
が
始
ま
り
ま
す
。

Ｊ

こ

の
カ
ー
ド
を
持

参
す

れ
ば
、

全
国

ど
こ

の
市
区

町
村
で
も
自
分

の
住
民
票
の
写
し

が
と
れ
ま
す

。

Ｊ

引

っ
越
す
場

合
に
は
、
そ
れ

ぞ

れ
の
市
区

町
村
に
届
け
出
を
し

て

い
ま
し
た

が
、
ヵ
・
‐
ド
を

持
参
す

れ

ば
、
転
入
す

る
市
区
町
村

の
み

の
届

け
出
と
な
り
ま

す
（
た
だ
し

、

一
定

の
事
項
を
記
入
し

た
書
類

を

あ
ら

か
じ

め
、
転
出
す

る
市
区
町

村
に
郵
送
す

る
こ
と

が
必
要

に
な

り
ま
す
）
。

Ｊ

カ
ー
ド
は
、
写

真
付

き
の
も
の

と
写

具
な
し

の
も
の
の

い
づ
れ
か

を
選

ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

写

具
付

き
カ
ー
ド
は
、
身
分
証

明
書

と
し

て
利

用
で
き
ま
す
。

住
民
基

本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

シ
ス
テ
ム
で
は
、
大
切
な
個
人
情

報
を
取
り

扱
う
こ

と
か
ら
、
制
度

面

、
技
術
面

、
運
用
面
の
三

つ
の

側
面

か
ら
保
護
対
策
を
し
て

い
ま

す
。そ

の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

制

度

面

丿
記
録
保
存
さ
れ
る
本
人

確
認
情

報
は
、
前
に
述

べ
た
氏
名

等
の
六

情
報
に
限
定
さ
れ
て

い
ま
す

。

Ｊ

本

人

確

認

情

報

を
利

用

で

き

る

行

政

機

関

や

業

務

に

つ

い

て

、
法

律

で
具

体

的
に

規
定

さ
れ

て
お

り

、

目

的

外

の
利

用

は

禁

止

さ

れ

て

い

ま

す
。

Ｊ

民
間

部
門

が
住

民

票

コ

ー

ド

を

利

用

す

る
こ

と

は

、

禁

止
さ

れ

て

い
ま

す

。

技

術

面

①

外

部

か

ら

の

不
正

悵

人
防

止

対

策

と
し

て

、‐
″
専

用

回

線

を

使

用

し

、
情

報

を

暗

号

化

し
ま

す

。

Ｊ

通

信

専

用

回
線

と
コ

ン

ピ

サ

ー・

夕

の

問

に

侵

入

防

御

装

置

を

設

置

し

ま

す

。

、。″
通

信

相

手

と

な

る

コ

ン

ピ

サ

ー・

夕
と

の
相
互

確

認

を
し

ま

す
。

⑦
丙
蔀

の

不

正

利

用

防

止

対

策
と

し

て

Ｊ

操

作

用

Ｔ

Ｃ

カ

ー

ド

の
使

用

や

パ
ス

ワ

ー

ド

な
ど

に

よ

り

、

厳

重

な
確
認
を
行

い
ま
す

。

Ｊ

デ
ー
タ
通
信
の
履
歴
や
使
用
記

録
を
厳
重
に
管
理
し

ま
す

。

運

用

面

丿
全
国
セ
ン

タ
ー
と
都
道
府
県
に

委
員
会
等

が
設
置

さ
れ
、
松
戸
市

に
お

い
て

も
個
人

情
報
保
護
審
議

会
等
に
よ
り
、

個
人

情
報
の
保
護

に
努

め
ま

す
。

Ｊ

操
作
者
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修

を
実

施
す

る
な
ど
個
人
情
報

の
保

護

に
万

全
を
期
し
て

い
ま
す
。

◆

住

民

基
本

台

帳
と

は

住
民
の
居
住
関
係
の
証
明
（
住

民
票

の
写
し

）
を
行

い
、
選
挙

人
名

簿
の
作
成
や
国
民
年

金
、

国
民

健
康
保
険
、
児
童
手
当
な

ど
の
各
種

行
政
サ

ー
ビ
ス
の
基

礎
情
報
と
し
て
利
用

さ
れ
て

い

ま
す
。

(平成14 年8月から)

市区町村と都道府県・全国センターを結ぶネットワーク

送られる情報（本人確認情報）

①氏名②生年月日③性別④住所⑤住民票コード⑥変更情報（変更年月日、理由）

休
日
夜
間
申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス

土
・
日

曜
日

、
祝
日

、
夜
間
で

も
住
民

票

二
戸
籍
謄
抄
本
の
申
請

が
で
き
ま
す
。

仕
事
な
ど
の
都
合
で
平

日
市
役

所

に
く
る
こ
と

が
で
き
な

い
人

の

た
め
に
、
二
十
四
時
間

い
つ
で
も

住
民
票
や
戸
籍
謄
抄
本
の
申
請

が

で
き

る
「
休
日
夜
間
申
請
受
付

ボ

ッ
ク
ス
」
を
市
内
九
ヵ
所
に
設
置

し
て

い
ま
す

。

設
置
場
所
・：

●
松
戸
駅
東
西
連

絡
通
路
中
央
付

近●

常
盤
平

・
小

金
・
小

笙
原
・
六

実

・
馬

橋
・
新
松
戸

・
矢

切
・
東

部
の
各
支

所
の
入
口
付

近

申
請
で
き

る
書
類
…
住
民

票
・
戸

籍
謄
抄
本

（
市

内
に
杏

精
が
あ

る

人口と世帯

人口470,111 人 ［+ 118 ］

男236,693 人 ［＋　6 ］

女233,418 人 ［+ 112 ］

世帯188,636 世帯［十　60］

人

）

申

請

で

き

る

人
：

本

人

ま

た

は

本

人

と

同

一
世

帯

に

属

す

る
人

（
戸

籍

の
場

合

は

同

籍

者

）

里

皿
す

る
も

の
・：
返

信

坩
封

筒
（
住

所

・
氏

名

を

記

入

し

、

八

十

円

切

手

を

張

っ
た

も

の
）
、
手

数

料
（
住

民

票

三

百

円

∴
尸
籍

謄

抄

本

四
百

五
ｔ

円

）

申

請

方
法

…

申
ｔ
蠻

Ｅ
に

必
要

事

項

を

記

入

し

て

、
返

信
用

封

筒

・
手

数

料

を
備

え

付

け

の
封

筒

に

入

れ

て

投

か

ん
し

て

く

だ

さ

い
。

申

請

の

翌
日

（
休

日

の

場

合

は

休

み

明

け

）

に

処

理

し

、

ご

自

宅

に

郵

送

し

ま

す

。

固

市

民

課

昔
3
6
6・
7
3
4
0

外
国
籍

の
大
と
同

居
さ
れ
て

い
る
大

は
、
要
望

に
よ
り
住
民

票

の
備
考
欄

に
、
同

居
さ
れ
て

い
る
外
国

籍
の
人

の
氏
名
、
続

柄

を
記

載
し

ま
す
の
で
、
住
民

票

を
申
請
す
る
と
き
に
係
員
ま

で
お
申
し
出

く
だ
さ

い
。

固

市
民
課

容
3
6
6
・
7
3
4
0

※平成12 年国勢調査の確定値を基準とし
て隼計匚か常倖 人口です。

松戸花火大会イン2002　　　 ②

緑の松戸づくりに関する提言　③

川に親しむ親子の集い　　　 ④

夏休みの挑戦！「かんきょうをチ

ェックするノート」　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

個
人
情
報
を
保
護
し
ま
す

申
請
や
手
続
き
が
便
利
に

な
り
ま
す

住
民
票
コ

ー
ド
を
お
知
ら

せ
し
ま
す

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
は

主な内容

住民基本台帳

要
望
に
よ
り
住
民
票
の
備

考
欄
に
外
国
籍
の
人
の
氏

名
、
続
柄
が
記
載
で
き
ま

す

ご
利
用
下
さ
い
!

!



松
戸
花
火
大
会

～

み
ん
な
で
あ
げ
る
夢
花
火
～

夏

の
風

物

詩

、

花
火

大

会

を

開

催

し

ま

す

。
当

日

は

皆

さ

ん

か

ら

協

賛

い

た

だ

い

た

打

ち

上

げ

花

火

や

ス

タ

ー

マ

イ

ン

な

ど

夜

空

を

彩

る
花

火

を

打

ち

上

げ

ま

す

。

日

時
…

８
月

３
日

出

午

後

７

時

～

８

時
3
0
分

〔
荒
天

の

場

合

は

、

８

月
1
0
日

比

に
順

延

〕

措置制度から
支援費制度へ

障害者の福祉制度が

変わります

ー平成15年4月から

ー

Ｊ

支

援

費
制

度

と
は

こ

れ
ま
で
障
害

者
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に

つ

い
て
は
、「
措

置
制

度
」

と
し
て

、
行

政
が
、
サ
ー
ビ
ス
を

行
弓
事
業
者

や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

等
を
決

め
て
き
ま
し

た
。

平
成
1
5年
４
月

か
ら
は
、
障
害

を
持

つ
人

が
自

ら
の
サ
ー
ビ
ス
を

選

び
、
市
町
村
に

「
支

援
費

」
の

支
給
申
請
を
行

い
、
支

給
決
定
を

受

け
て
、
サ

ー
ビ
ス
を

提
供
す
る

事
業
者
と
直
接
「
契
約
」
を
結
び
、

福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
受
け

る
制

度
に

場
所
…
江
戸

川
河

川
敷

（
松
戸
商

工
会
議
所
先

）

当
日
の

開
催
案
内
…

昔
Ｏ
１
８
０

・
9
9・
4
4
3
0

圖
松
戸
花
火
大
会
実
行
簣

員
会
事

務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

登
3
6
6・

Ｊ かなりの人出が予想されますので、

けがや迷子にご注意ください。（小さ

なお子さんには名札を付けるなどの工

夫をし、迷子にならないよう十分ご注

意ください。）

､Ｊ ごみは各自でお持ち帰りください。

Ｊ 駐車場はありませんので、車でのご

来場はご遠慮ください。

変
わ
り
ま
す

。

Ｊ

対

象

と

な

る

サ

ー

ビ

ス
は

支
援
費
制

度
の
対
象
ど
な

る
サ

ー
ビ
ス

は
次

の
と

お
り

で
す
。

①

居

宅
生

活

支

援

一

身
体
障
害
者
・
：
居
宅
介
護
、

デ

イ
サ

ー
ビ
ス
、
短
期
入

所

・
知

的
障
害
者
・
：
居
宅
介
護
、

デ

イ
サ

ー
ビ
ス
、
短
期
入

所
、

グ
ル

ー
プ
ホ

ー
ム

一

障
害
児
：

唐

宅
介
護
、

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
、
短
期
入

所

②

施

設
訓

練

等

支

援

一

身
体
障
害
者
・
：
更
生
施
設
、
療

護
施
設
、
授

産
施
設

一
知

的
障
害
者
・
：
更
生
施
設
、
授

産
施
設
、
通
勤

寮
、
国

立
コ
ロ
ニ

ーＪ

サ
ー

ビ

ス
利

用

の

手

続

き
は

支
援
費

の
支

給
を
受

け
て
福
祉

サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し

た

い
人

は
、

障
害
福
祉
課

の
窓
口

や
事
業
者
等

か
ら
、
情
報
提

供
や
助
言
を
受

け

な
が
ら
、
自
ら
サ

ー
ビ
ス
を
選
択

し
て
、
障
害
福
祉
課

に
対
し
て
支

援
費

の
支
給
単

請
を
し

ま
す
。
市

は
申
請
を
受
け

、
そ

の
人

が
そ
の

サ

ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ

と
の
可

否

を
勘
案
し

、
支

給
費
の
支

給
決
定

を
行

い
ま
す

。
決
定

に
伴

い
、
受

給
者
証

が
発
行

さ
れ
ま
す
。

Ｊ

サ

ー

ビ

ス
の

利

用

は

利
用
者

は
、
市

の
支
援
費
の
決

定
を
受
け

て
、
希
望

す
る
指
定
事

業
者

・
施
設
と

の
間

で
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
関
す

る
「
契

約
」

を
結
ん

で
サ

ー
ビ
ス
の
提
供

を
受

け
る
こ

と
に
な
り
ま
す

。

支
援
費

が
支

給
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
は
、
原
則
的

に
は
、
都
道
府
県

知
事

が
指

定
し

た
事

業
者
・
施
設

か
ら
受
け
た
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

特
例
と
し
て
市

が
独

自
に
認
め
た

「
基
準

該
当
居
宅
支
恨

量

茱
者
」

か

ら
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、

水は限りある 資源です

私たちは 、蛇口をひねるだけで水を使う

ことができる便利な生活にすっかリ慣れて

いますが、水は限りある貴重な資源です。

この限りある水を自由に使うことは、上

流にダムなどを建設して水資源を確保する

こと､ その水を飲めるように浄化すること、

皆さんの家庭まで水を送ることなどで成り

立っています。

そ
の
市

の
住
民
に
限

っ
て
支
援
費

支

給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｊ

費

用

は

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
と
、

利

用
者
は
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義

務
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
定

め

ら
れ
た
利
用
者
負
担
額
を
、
事
業

者
に
支
払

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
は
、
利
用
者
負
担
額
を
除

い

た
支
援
費
を
、
事
業
者
に
支
払
う

こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
希
望
に
よ

り

本
人

に
支
払
う
こ
と
も
で
き
ま

す

。な
お
、
支
援
費
、
利
用
者
負
担

額

に
つ
い
て
は
、
国

が
定
め
る
基

準

に
基
づ

い
て
各
市
町
村

が
決
め

る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、

国

で
支

援
費
の
額
等
や
障
害
程
度

区

分
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
に

つ

い
て
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
ま

す

。
内
容

が
明
ら
か
に
な
り
次
第
、

改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

團
障
害

倔
祉
課

昔
3
6
6
・
7
3
4
8

このため、水の無駄遣いは極力なくすことが重要です。

この限りある賁重な水を大切に使うため、下記の方法等でで節水にご協力くだ

さい。

圜北千葉広域水道企業団登3∠L5－32 帽 、市水道刪総務課昔3印 －0430

「不法投棄」をなくそう!!

蛇口の開閉はこまめに

6月～7月の2度にわたり、市内で畳などが大量に
投棄されました

市には悪質なごみの不法投棄

などに圈する苦情がたくさん寄

せられています。

不法投棄の内容としては、人

通りの少ない道路の脇や空き

地、河川敷等に、家電製品や自

転車あるいは 、分別されていな

いご みなどで、無造作に捨てら

れているのが目立ちます。

食器は、ため水洗いでお風呂の残り湯は洗濯・掃除に再利用

最近は特に悪質化の傾[古]にあり、6月とﾜ 月には大量の畳や屋根瓦等が道路脇

に不法投棄されていました。深夜、人の目につかないよう匸投棄されたものと思

われます。これらの処分にはたくさんの経費がかかりました。

ごみの不法投棄は法律によって厳重に罰せられる悪質な犯罪です。

不法投棄をみつけたら下記までご一報ください。

固環境業務課S366-ﾜ333 、松戸警察署公369-0110 、松戸東警察署登349-

0110

あ
な
た
の
健
康

予
防
接

種
の

お
話

乳

幼

児

の

両

親

に

と

っ

て

、

予

防

接

種

を

い

つ

、
ど

の
よ

う

に

す

れ

ば
よ

い

の
か

は
大

き

な

関

心

事

で

は

な

い
か

と

思

い
ま

す

。

今

回

は

、

こ

う

い

っ

た

点

に

つ

い
て

お

話

し

し

た

い
と

思

い

ま

す

。

さ

て

、

お

子

さ

ん

が

誕

生

し

て

か

ら

三

ヵ

月

経

っ
た

ら

、

ま

ず

、

ポ

リ

オ

、

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

お

よ

び

Ｂ

Ｃ

Ｇ

、
三

種

混

合

（
破

傷

風

、

百

日

せ

き

、

ジ

フ

テ

リ

ア

）

の
二

種

類

を

思

い

浮

か

べ

て

く

だ

さ

い

。

ど

れ

を

先

に

す

る

か

は

、

主

治

医

の
先

生

と

よ

く

相

談

し

な

が
ら

接

種

し

て

く

だ

さ

い
。

た

だ

、

ポ

リ

オ

の
み

が
集
団

接

種

と

い

っ
て

、

市

が
前

も

っ
て

決

め
た

日

程
（
松

戸
市

は

年

四

回

）

で

実

施

さ

れ

ま

す

か

ら

、

市

の
広

報

な

ど

に

注

意

し

て

く

だ

さ

い
。
そ

の

後

。

ご
りし
ん
　
ま
し
ん

一
歳

か
ら

は

、
風

疹

、
麻
疹
（
は

し

か

）

が
あ

り

、

三

歳

以

降

で

は

、

日

本

脳

炎

が

あ

り

ま

す

。

以

上

の

予

防

接

種

は

公

費

負

担

で

す

。

ま

た

、

ポ

リ

オ

以

外

は
個

別

接
種

と

い

っ
て

、

お

近

く

の

診

療
所

や

病

院

で

、

か

か
り

つ

け

の

先

生

と

相

談

し

な

が

ら

実

施

で

き

ま

す

。

さ
ら

に

、

任

意

接

種
（
自

費

に

な

り

ま

す

）
で

は

、

お

た

ふ

く

、

水

痘

（
水

ぼ
う

そ

う

）

な

ど

も

一
歳

か

ら

接
種

可

能

で

す

。

そ

の
他

、
イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

や

Ｂ

型

肝

炎

の
予

防

接

種

も

任

意

接

種

で

す

。

こ

れ

ら

の

予

防

接

種

は

、

大

き

く

生

ワ

ク

チ

ン

と

不

活

化

ワ

ク
チ

ン

に

分

け

る
こ

と

が

で

き

ま

す

。
三

種

混

合

や
日

本
脳

炎

、

295

イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
Ｂ
型
肝

炎

は
不
活

化
ワ

ク
チ

ン
で

、
こ

の

予
防
接
種

は
、
次

の
予
防
接

種

ま

で

Ｉ
週
問
あ
け

る
必
要

が
あ

り
ま
す

。

ポ
リ

オ

、
Ｂ

Ｃ
Ｇ

、
風

疹

、

麻

疹
、
お
た
ふ
く
、
水

痘
は
生

ワ
ク
チ

ン
で
、
こ

れ
ら

の
予
防

接
種

は
、
次
の
予
防
接
種

ま
で

四
週
間

あ
け
る
必
要

が
あ
り

ま

す

。
以

上
が
予
防
接
種
に

つ
い

て
の
基
本
的
な
事
柄
で
す

の
で
、

よ
く
理

解
し

て
お

い
て
く

だ
さ

い
。最

後

に
、
麻
疹
に

つ
い
て
少

し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

麻

疹
は

か

つ
て

「
命

さ
だ

め
」

と

い
わ
れ
、
現
在
で
も

、
わ
が

国
で

は
、
年

間
十
万
～
ニ
ト
万

人

の
発
生

が
あ
り
、
約

八
十

人

の
死
亡

者
数
を
数
え

る
怖

い
病

気
で
す

。
ぜ
ひ
、
一
歳

の
誕
生

日
を
迎
え

た
ら
麻
疹

の
予
防

接

種
を

お
勧

め
し

ま
す
。

ち

な
み
に
米
国

で
は
、
年

間

の
発
生
件
数

が
百
件
未
満
で
す
。

先
進
国

と
し

て
は
、
日
本

の
発

生
件
数

は
突
出
し

て
い
ま
す
。

お
子

さ
ん
の
健
康

の
た
め
に

も
、

か
か
り

つ
け

の
先
生

と
よ

く
相

談
を
し

て
、
よ
り

早
い
予

防
接
種

を
し

て

い
た
だ
く
こ

と

を
希
望
し

ま
す

。

（
松

尸
市
区

慳

石

洗車はバケツ洗いで

歯磨きはコップの水で

２
０
０
２

イ
ン

★お願い★

一 清潔できれいな街づくりにご協力をー

～
か
か
り
つ
け
の
先
生
と
ご
相
談
を
～



緑

推

進

委

員

会

に

よ

る

『
緑
の
松
戸
つ
く
り
に
関
す
る
提
言
』

松
戸
市
緑

延

音

会

（
会
長

・
田
代
順

孝
千
葉
大
学
教
授
）
で

は

、
６
月

に
二
年

間
の
審
罐

内
容

を

と
り

ま
と
め
、
市
長
に
提
言
し

ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提

言
の

骨

子

提
言

は
「

パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
緑
の
保
全
と
再
生
」
を
テ

ー
マ
に
、
残
さ
れ
た
市
域

の
樹
林

地

の
価

値
を
高
く
評
価
し
て

い
ま

す

。そ
し
て
、
緑
を
守

る
た
め
に
、

所

有
者
に
負
担
の

か
か
匯
夕過

ぎ
る

状
況
か
ら
、
市
民

・
企
業

・
行
政

の
三
者

が
協
働
し
て
保
全
す

る
し

く

み
に
転
換
す

る
こ
と
を
求

め
て

い
ま
す

。

提
言

の
構

成
は
、

①

現
状

認
識
と
対
策
の
方
向
性

②

早
急
に
取

り
組
む
べ
き
施
策

⑤

中
長

期
的

に
取
戻

組
む
べ
き
施

策

川井敏久

市長室・発

弥生人の脳

は

じ

め

に

市

内
の
山
林
面
積
は

一
九
六
五

年

に
一
三

賀
あ

っ
た
の

が
、
二

〇

〇
一
年
に
は
一
丁

五

訂
に
な
り
、

今
も
減
少
が
っ

づ
く
危
機
的
状
況

で
す
。
そ
こ
で
、
取
り
戻
す

べ
き

緑
環
境
の
目
標
を

「
人
と
生

き
も

の
が
共
生
し
、
豊

か
な

自
然

が
存

在
し
た
時
代
」
の
自
然

環
境
と
し
、

森
や
田
ん

ぼ
、
畑

が
あ
る
里

山
と

し
て
の
自
然
環
境
を

回
復
し

て

い

く
こ
と
を
め

ざ
し

て
い
ま
す

。

①

残
さ
れ
た
雲
量

な
緑

の
価

値
の

認
識矢

切
に
代
表

さ
れ
る
江

戸
川
沿

い
の
斜
面
林

や
、

か
つ
て
里
山
と

し
て
維
持
さ

れ
て

い
た
が
今
は
人

来
月
1
8囗
ま

で
、
市
立

博
物

館

で

「
弥
生
人

の
脳
発
見

！
。

あ
お
や
か
み
し
ち

と

っ
と
旦

青
谷
上
寺
地
遺
跡
展
」

を

開
催
し

て

い
ま
す

。
今

月
1
9

日

の
オ

ー

プ
ニ
ン

グ
セ

レ
モ

ニ

ー
に
は

、
片
山

鳥
取
県
知

事

、

中

原
青
谷

町
長

ら
を

お
招

き
し

ま

し
た

。

手

が
入
ら

な
い
樹
林

の
保
全

・
再

生

が
強
く
求

め
ら
れ
て

い
る
。

②
緑

の
剔

出
お
よ
び
再
生
の
基
本

的
戦
略

「
緑

の
中
に
都
市

を
つ
く

る
」

考
え
方
で

積
極
的
に
緑
を
創
り
出

す

。2
1世

紀
の
森
と
広
場
を
核
と
し

た
緑

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
実
現
を

図

る
。

③
緑
の
適
切
な
音
成

萓

埋
と
い
う

視
点
の
導

入

緑

は
生

き
も
の
で
、
年

々
、
成

長
し

て

い
く
こ
と
を
十
分
理
解
し

た
上

で
、
そ
の
魅
力
を
最
大
限
生

か
す

管
理
を
考
え

る
。

Ⅱ
　
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

施
策

○
「
（
仮
称
）
松
戸
緑
の
市
民
憲

章
」
の
制
定

緑

の
恩

恵
を
自
覚
し
、
社
会

資

平

成
1
2
年

６

月

の
鳥
取

県
「
青

谷

上

寺

地

遺

跡

」

で

の

弥

生

人

の

脳

発

見

は

、

日

本

初

、

世

界

で

も

数

例

し

か

な

い
大

発

見

だ

そ

う

で

す

。

こ

の

遺

跡

は

低

湿

地

に

あ

り

、

い

わ

ば

真

空

パ

ッ

ク

の
よ

う

な

状

態

で

、

数

多

く

の

遺

物

が
大

変

よ

い

状

態

で

出

土

し

て

い

る

よ

う

で

す

。

そ

の

中

で

発

見

さ

れ

た

人

骨

の
う

ち

三

体

に

、

脳

が

残

っ

て

い

た

の

は

、

ま

さ

に

奇

跡

だ

と

思

い
ま

す

。実

は

、

昨

年

４

月

、

鳥

取

県

倉

吉

市

に

オ

ー

プ

ン

し

た

「
鳥

取

二

十

世

紀

梨

記

念

館

」

の

開

館

記

念

式

典

に

出

席

し

た

際

、

皆

さ

ん

よ

り

一

足

早

く

「

弥

生

人

の
脳

」

を

見

て

き

ま

し

た

。

脳

に

は

シ

ワ

が
鮮

明

に

残

り

、

と

て

も

千

八

百

年

前

の

も

の

と

企
画
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
に
て

産

と

し

て

の

緑

の

価

値

奎

咼
め

て

い

く

た

め

の

具

体

的

な

行

動

の

規

範

と

し

て

、
「
（
仮

称

）

松

戸

緑

の

市

民
圭
曼
早
」

を

制

定

す

る

。

Ｊ

松

尸
市

緑

の
基

本
計
画

の
推

進

緑

の

基

木

計

画

に

位

置

づ
け

ら

れ

た

、

広

域

の

緑

の

拠

点

の
都

市

計

画

決

定

を

早

期

に

行

う

。

Ｊ

樹

林

地

保

全

の

た

め

の

施

策

山

林

所

有

者

に

よ

る
管

理

運

営

ネ

ッ

ト

ワ

ー
ク

を

形

成

し

、

樹

林

地

管

理

等

に

関

す

る

実

態

の
把

握

や

情

景

父
流

を

促

進

し

、

樹

林

地

カ

ル

テ

の
作

成

を

行

う

。

Ｊ

パ

ー
ト

ナ

ー

シ
ッ

プ

に

よ

る
緑

の

育

成

管

理

行

政

は

市

民

・
企

業

と

の

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

に
よ

る
緑

の
育

成

管
理

の
た
め

の
し
く

み
と
し

て
「
（
仮

称

）

緑

の
松

戸

づ
く

り

協

議
（

と

を

設

立

す

る
た

め

に
必

要

な
方

策

を

講

じ

る

。

Ｊ

緑

の
松

尸
づ

く

り
へ

の

市

の
木

・
花

・
鳥

の
積

極

的

な
活

用

制

定

の
趣

旨

を
広

範

に

伝
え

、

生

活

の
中

に
定

着
で

き

る

よ
弓

啓

発

し

て

い
く

。

は
思
え

ま
せ

ん
で
し

た
。
松
戸

に
戻

っ
て

か
ら
も
そ

の
時
の
驚

き

が
忘

れ
ら

れ
ず
、
片

山
知
事

に
、
県

外
展
示

を
行
う

際
に
は

、

松
戸

に
も
巡

回
し
て

も
ら

い
た

い
と
要
請
し

続
け
て

き
ま
し
た
。

そ

の
結
果

、
弥
生
人

の
脳

を

は
じ

め
、
出

土
品
約
五

百
点
を

貸
し

出
し
て

い
た
だ

き
、
今

回

の
企
画

展
を

開
催
す

る
運

び
に

な
り

ま
し

た
。
運

搬
が
非
常

に

難
し

い
脳

の
実
物
展
示

は
、
江

戸
東

京
博

物
館
に

続

い
て
二

例

目
で

す

が
、
こ

れ
だ

け
多
く

の

出
土
品

が
県

外
に
出

る

の
は

、

松
戸

が
初
め
て
と
の
こ
と
で
す

。

こ

う
し

た
こ

と

が
実
現
で

き

る
の
も
、

鳥
取

県

の
名
産
と

な

っ
て

い
る
二

十
世

紀
梨

の
誕

生

の
地

が
松
戸
で
あ
っ
た
こ

と
を

、

鳥
取

県

の
皆
さ
ん

が
忘

れ
ず
に

Ⅲ
　
中
長
期
的
に
取
り
組
む

べ
き
施
策

Ｊ
2
1
世

紀

の

森

と

広
場

へ

の

交

通

ア

ク

セ

ス

の

改
善

よ

４

多
く

の
市

民

が
公

園

や

周

辺

の
文

化

施

設

を
利

用

し

や

す

く

す

る
た

め

に

、
2
1
世

紀

の

森

と

広

場

近

く

に
新

駅

を

設

け

る

な

ど

、

交

通

ア

ク

セ

ス

の

改

善

を

実

現

す

る
必

要

が

あ

る

。

Ｊ

松

戸
駅

圓
辺

に

お

け

る

緑
の

保

全

と
剔

出

市

の
中

心

部

、

千

葉

大

園

芸

学

部

、
浅

間

神

社

か

ら

金

山

神

社

に

か
け

て

の
樹

林

地

の
休
某

的

保

全

、

さ

ら

に
松

戸

駅

前

一

帯

に

松

戸

の

セ

ン

ト

ラ

ル

パ

ー

ク
と

呼

べ

る
よ

う

な

豊

か

な

緑

を

復

元

・
創

出

す

る

構

想

を

視

野

に

入

れ
て

長

期

の

ま
ち

づ

く
り

計

画

に
位

置

づ
け

る

。

圖

み

ど
り

と

花

の

課

昔
3
6
6・
７

３

※

提

言

の

詳

細

は

市

の

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ

に

掲
載

さ

れ
て

い
ま
す

。

ｃ
刀［

‥
耳

貫

ペン
コ
ｖ
w
ｉｎ
ｔｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉｐ
.

ｎ
ｅ
.ｊｐ
卜
日
c
iｔ
戔

目

泛

乱
ｏ
卜
乱

ｄｏ
ｒｉ

＼
ｔｅ
ｉｇ
ｅ
ｎ
／

い
て
く

れ

る
お

か
げ

で
、
大

変

に
あ
り

か
た

い
こ

と

で
す
。

今
年

も
梨

の
花
の
寄

贈
、

ら

っ
き

ょ
う
漬
け

教
室

な
ど
、
松

戸

・
鳥
取

の
交

流

が
図

ら

れ
て

い
ま
す

。
来
月

に
は

、
倉
吉
市

の
子

ど
も
た
ち

が
来
松

し
、
松

戸

の
子

ど
も
と

交
流
を

深

め
る

予
定
で

す
。

「
弥

生
人

の
脳
」
の
発
見

は
、

今

後

の
Ｄ
Ｎ
Ａ

分
析

な
ど
に

よ

り

、
日

本
人

の
ル

ー
ツ
を
解
明

す
る
鍵
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

。

こ

の
企
画

展

は
、
ま

た
と

な

い

機

会

で
す

の
で
、

ぜ
ひ

多
く

の

市

民

の
皆
さ

ん
に

ご
覧

い
た
だ

き
た

い
と
願

っ
て

い
ま
す

。
そ

し
て

、
自
分
自

身

の
ル
ー

ツ
、

家

族

や
地
域
社

会

の
こ
と
を
見

つ

め
直

す
機
会

と
し

て

い
た
だ

け

れ
ば
と
思

い
ま
す

。

市

内

の

緑

の

保

全

お

よ

び

緑

化

の
推

進

に

つ

い
て

、
調

査

・

審

議

し

、

意

見

を

い

た

だ

く

、

第

二

期

松

戸

市

緑

推

進

委

員
会

が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

第

二

期

委

員

に

は

、

学

識

経

験

者

四

人

、

関

係

団

体

の

代

表

者

五

人

、

そ

し

て

、
公

募

に

よ

る
市

民

六

人

が
選

出

さ

れ

ま

し

た

。

任

期

は

平

成

Ｈ

年

７

月

１

日

か

ら
二

年

間

で

す
。

学

識

経

験

者

田

代

順

孝
（
都

市

）
、

渡

辺

幸

三

郎
（
郷

土

史

）
、

杉

森

文

夫

（
自

然

）
、
柳

井

重

人

（
造

園

）
　

閏
葆

団

体

の
代

表
者

榎

本

孝

芳
（
緑

化

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
）
、
高

橋

巳

一

郎
（
農

業
）
、
細

問

未

佐

緒
（
ま

ち

づ
く

り
団

体

）
、

真

鵤

好

博
（
樹

木

医

）
、
吉

野

寅

二

郎

（
山

林

所

有

者

）
　

市

民

委

員

渋

谷

孝

子

、

菅

博

嗣

、
鈴

木

正

明

、

高

橋

盛

男

、

高

安

源

治
、

武

笠
紀

子
　
　

〔
敬

称

略

〕

固

み

ど

り

と

花

の
課

公
3
6
6・
７

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用

の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、

連 絡 先 を お 書 き添 え く だ さ い) 。

F  AX366 ―2301

メ ー ル ア ドレ ス

mayor.rnatsudo@intership.ne.jp

(6月末現在の受信件数)ファクス799件､メール868件

（
松
戸
市
定
期
借
地
権
土
地
登
録
制
度
）

市

で

は

、「
松

戸

市

定
惜

バ
ン

ク
」

制

度

を

設

け

、

土

地

の
登

録
申

し

出

を

受

け

付

け

て

い
ま

す

。
定

期

借

地

権

制

度

は

、
平

成

４
年

に

創

設

さ

れ
、

そ

の
供

給

戸

数

（
平

成

1
3年
1
2
月

末

現

在

）

を
全

国

で

三

万

五

千

戸

を
超

え

、

土
地

も

「
所

有

か

ら

利

用

へ
」

の
活

用

と

な

り

つ

っ

あ
り

ま

す

。

「
松

戸

市

定

惜

バ

ン

ク
」

制

度

は
、

一
般

定

期

借
地

権

の

利
用

を

前

提

に

、

一
戸

建
て

住
宅

の

建

設

を
目

的
と

し

て

い
ま

す

。

遊

休

土

地
等

未

利

用

地

の

有

効

利

用

を

お

考
え

の
人

は

、

ぜ
ひ

こ

の
制

度

を

ご
活

用

く

だ

さ

い
。

一
般

定
期

借

地

権

の

メ
リ

ッ

ト

◆
土

地
を
貸
し
た
い
人

一

借
地
期
間

終
了

後
、
必
ず
上
地

が
戻

っ
て
き
ま
す
。

一
安

定
し

た
地
代
収
入

が
得
ら
れ

ま
す

。

一

居
住
用

と
し

て
使
用
の
場
合
、

固

定
資

産
税

等
が
軽
減
さ
れ
ま

す

。

◆

土
地
を
借
り
た
い
人

一
少

な
い
資
金
で
、
広
く

ゆ
っ
た

り
し
た
住
宅
に
住

む
こ

と
が
で

き
ま
す

（
定
期

借
地

権
付
住
宅

は
土
地
を
取
得
し

な
い
た
め
、

通
常

の
分

譲
住

宅
購
入

と
比
べ

る
と
当
初

の
負

担
額

が
少

な
く

て
済
み
ま
古

。

一

借
地
期
間
中
、

増
改

築
・
建
て

替
え
等

が
可
能

で
す

。

一

借
地
期
間
中
、
相

続
が
可

能
で

す
。

擺

住
宅
課
S
3
6
6・
7
3
6
6

松戸市定借バンクのしくみ

本 市 農 業 委 員 会 委 員 の 任 期 満 了 に 伴 い 、今 回 第18

期 の 農 業 委 員 会 委 員 とし て 、次 の24 人 が 選 出さ れ ま

し た 。

任 期 は7 月20 日 か ら3 年 間で 、農 業 経 営 の 良 き ア ド

バ イ ザ ーと し て 活 躍 する こ と にな り ま す。

◆ 選挙 に よ る 委 員 〔（　） 内 は 、町名 。 届 出 順 ・敬 称

略 〕

渡 辺 和 幸 （金 ケ 作 ）、 湯 浅 輝 士 （紙 敷 ）、 横 山 定 敏

（旭町 ）、福 田 正 久 （五 香 ）、宮 本 文夫 （六実 ）、飯嶋 源

－ （中 根 ）、成 蜿 和 敏 （ニ ツ木 廴 石 橋 愽 （高 塚 新 田）、

石 井　 清 （栄 町 ）、橲 ［堆司 （主 水 新 田 ）、染 谷 保 治

（栗山 ）、真 蜿誠 一 （金 ヶ 作 ）、杉 浦 康 弘 （東 平 賀 ）、吉

岡　 孝 （八ヶ 畸）、柿 内 保 雄（小 山）、秋 谷　 保（大 橋）、

湯 浅　 隆 （紙 敷 ）

◆ 選 任 に よる 委 員 〔（　 ）内 は 、推 薦団 体。 敬 称 略 ］

小 林 健 治 、伊 藤 余 一 郎 、杉 浦正 八 、吉 岡五 郎 （以 上

市 議 会 ）、中 村　 隆 （松 戸 市 農 協 ）、斉 藤 和 實 （千 葉 小

金 農 協 ）、石井　 篳 （東 葛農 業 共 済 ）

圖 農 業 委 員会 事 務 局R366  ―7387

No.94

農業委員会委員が決定しました
土
地
を
貸
し
た
い
人
・
借
り
た
い
人
に
！

「
松
戸
市
定
借
バ
ン
ク
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

緑
推
進
委
員
会
の
委
員
十

五
人
を
委
嘱
し
ま
し
た

Ｉ
　
現
状
認
識
と
対
策
の
方

向
性

の
三

つ
か
ら
成
っ
て

い
ま
す

。



交
通
…
松
戸
駅
西
口
か
ら
京
成
バ
ス
「
矢
切
高
校
行
き
」

で
終
点
下
車
徒
歩
五
分
、
ま
た
は
「
国
府
台
経
由
市
川

駅

行
き
」
で
上
矢
切
下
車
徒
歩
十
分

昨年の 冂||に親しむ親子の集い」から

£E7渺 … ８ 月 ２ ４ 日 比)

午 前10 時 ～ 午 後1 時

〔雨 天 の 場 合 は２５ 日(日)に 順 延 〕

会 場 … 坂 川 親 水 広 場

(上 矢 切 、 案 内 図 参 照)

費 用 … 無 料

市
や
県
な
ど
が
行
っ
て
い
る
総
合

治
水
事
業
に
つ
い
て
、
川
や
水
に
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
「
川
に
親
し
む
親
子
の

集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
の
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
、
お
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

圜
河
川
清
流
課
恩
’一

・
7
3
5
9

催　し　物 内　　容 参加方法 対　象

親子魚 釣り
川 で魚釣り をし ます

(釣り 用具 、エ サは 各自持参)

申し 込 み制

先着100 組

小 学生以下 は

保護者同伴

ミニSL ミ ニSL 匚乗れ ます

自 由参加

遊びコ ーナ ー ベーゴマ ・けん玉な どで遊 べます

ドジョ ウつか み ド ジョウ のつか みどり 小 学生以下

水ヨ ーヨ ー釣り こ よりと 針金で水ヨ ーヨ ーを釣り ます

スー パーボール もな かで スーパ ーボ ールを すく い ます

大声コン テ スト 大 声で標 語を 言っても らい ます

川クイ ズ
川 にちなん だクイ ズに答えると 與品 がも

らえ ま す

おはなし 牛 ヤラ バン リ ズム遊び ・紙芝 居・絵巻 き物

パン トマ イム& 風 船

パフ ォーマン ス
じ やんけん で勝つと 風船がもら え ます 小学 生以下

緑化基金 募金 緑を 増や すための花 募金

治水 パネ ル等屏示 総合 治水を分 かりや すく 解 説し た パネルや浸 透奘置の屏 示

※申し込み制（先着順）の「親子魚釣り」は、ハガキに住所･ 保護者および子どもの氏名

・年齢・電話番号を記入して、〒2ﾜ1-8588  (住所不要）　松戸市役所河川清流課

内「川に翩しむ親子の集い」係(a366-ﾜ359) へ

幼児の救急法を学ぼう
日本赤十字社松戸市地区では 、出産準備または育児中の人を対象に「パパ・

ママのための赤十字救急法スクール」を開きます。

子どもは具合が悪＜でもその容体をうま＜伝えることができません。日頃か

らお父さん 、お母さんは 、子どもの容体に応じて適切な処置が取れるようにし

ておかなければなりません。今回のスクールでは、事故やけがなどの応急手当

など実技を交えて行います。会場には、託児室も用意してありますので、ぜひ、

ご家族で参力［］く ださい。

８月24 日出午後1 時30 分～3B30 分　会場東口会館（小根本2C の2 、松戸駅

東口徒歩5 分）　定員25 人（扣）選）　費用1 人100 円（保険料）

圃8 月10 日出 ［必着］までに 、往復八力牛に「パパ・ママのための赤十字救急

法スクール希望」・住所・参力［］者氏名・電話番号・子どもの同伴の有無（同伴

の場合 、子どもの氏名 一年齢） ・返信用あて名を記入し て、〒271-8588

（住所不要）松戸市役所福祉事務所内　 日本赤十字社千葉県支部松戸市地区事

務局(S366-3019) へ

願書受付期間…平成15 年1 月６日㈲

～10 日窗 、午前8 時30 分～正午 、

午後1 時～5時

試験日…1月25 日出（1次試験）

受験資格…大学受験の資格がある人

募集人数…∠10人

※入学案内（有料）配布中

圖市立病院附属看護専門学校≫36「7

－∠1444

平

成
1
2年

の
都
市
計
画
法

の
改

正

に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
市
街

化
区

域

と
市
街
化

調
整
区

域
の
区

分
が

あ
る
都
市
計
画
区

域
だ
け
に
定
め

ら

れ
て

い
た
「
整

備
、
開
発
又
は

保
全

の
方

針
」
が
拡
充

さ
れ
、
す

べ
て
の
都

市
計
画

区
域
に
つ
い
て
、

都

道
府

県
が
、「
都
市
計
画
区

域
の

整
備
、

開
発
及

び
保
全
の
方
針
」

（
都
市
計
磁
区

域
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
）
を

策
定

す
る
こ

と
に
な
り
ま

し

た
。
千

葉
県
で
は
、
平

成
1
6年

５
月
を
目
標

に
策

定
作

業
を
進
め

て

い
ま

す
。

こ

の
方

針
に
は
、
都
市
計
画

の

目
標
、

土
地
利

用
や
都
市
施
設
な

ど
主
要

な
都
市
計

画
の
決
定
の
方

針

な
ど
を
定

め
る
こ

と
と
さ
れ
て

い
ま
す

。

松
戸

都
市

麒

凹
区

域

（
松
戸
市

全
域
）

に
お

い
て
は
、
こ
れ
ら
の

方

針
は
従

来
か
ら
「
整
備
、
開
発

又
は
保
全

の
方
針
」

に
定

め
ら
れ

て
お
り
、
区
域
全
体

の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ

ン
の
役
割

を
果

た
し

て

い
ま

す
。
こ

の
た

め
、
改
正

に
よ
る
「
都

市
計
画
区
域

の
整
備

、
開
発
及
び

保
全

の
方
針
」

の
内

容
は
、
既
定

の
「
整
備
、
開
発
又

は
保
全
の
方

針
」

の
内
容
を
引

き
継
ぎ
再

構
成

さ
れ
て

い
ま
す

。

こ

の
原
案

の
縦
覧

を
次

の
と
お

り
実
施
し
ま
す

。
今

後
、
平

成
1
5

年
度
に
最
終
案

を
決

定
す
る
前
に

千
葉
県

王
催

の
説
明
会

を
予
定
し

て

い
ま
す

。

縦
覧

謚
吸
：
７
月
2
6日
噺
～
８
月

９
日

糜
（
閉
庁
日

を
除
ぐ
）
、
午
前

８
時
3
0分
～
午

後
５
時

縦
覧

錫
印
：
都
市
計

肉
課

（
市

役

所
新
館
九

階
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て

い
ま

す
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ

は
一
面
右
上
参
照
）

固
都
市
計
画
課

登
3
6
6
・
7
3
7
2

2002　 夏休み子ども 教室

環境・防災・建設技術について考えてみよう!

ミニバックホ ーでボール すく い

展示コーナー

日 時 …８月２日窗･ ３日出 午 前10 時 ～ 午 後

3［晧〔雨 天 決 行 〕

会 場 … 国 士 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局 関 東 技

術 事 務 所 （松 戸 市 五 香 西6 の12 の1 ）

費 用 … 無 料

※で きる だ け電 車･ バ ス をご 利 用 ＜だ さ い 。

圜 国 土 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局 関東 技 術 事

務 所 環 境 技 術 課≪389  - 5126

UR レ ‥http://ｗｗｗ.ktr.mlit.9０.jp/kangi/

日

時
・
：
９

月

７

口

出

、
1
0
月

５
日

出

・
2
6
日

出
、
1
1
1
1

一
月

９
日

出

、
1
2

月

７

日

出

〔
全

五

回
〕

午

後

１

時

3
0分

～

４

時

会

場

…
手

賀

沼

親

水

広

場

と

そ

の

周

辺

内

容
・
：
手

賀

沼

や
そ

の
周

辺

の
自

然

に

つ

い
て

観

察

等

の
体

験

学

習

対

乖

：
小

学

四

年

生

～

中

学

三

年

生定

員
二

二
十

五

人

（
抽

選

）

善
用
・
：
無

料

圉

８
月

２

日

座
V
1
6
日

窗
の

間
に

、

往

復
（

ガ

キ

に
氏

名
（
ふ

り

が
な

）

・
住

所

・
電

話

番

号

・

学

年

・
何

で

知

っ
た

か
を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0

1
1
1
4
6

我

孫

子

市

高

野

山

新

田

一
九

三
　

千

葉
県

手

賀
沼

親

水

手
賀
沼
水
辺
探
検

隊

（
後
期
）

平成15年度看護学生(看護科3年過程)

を募集

川
に
親
し
む
親
子
の
集
い

案 内図

「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」

原
案
の
縦
覧

広

場

登
0
4

・

７

１

０
０
４

・

Ｏ

」Ｏ

」Ｏ

」Ｏ

へ

みんなの生活と環境/こついて考えましよう！

・ 家庭 排水や川 の水質 を調べたリ コ| 匚 すむ生 き物を見 たり調 べたり する

こ とがで きます。

・ 「 川をきれい に する クイズ」 に答えて ドジョウ をつか まえ よう ！

・ 松戸 市内の下 水道の 役割やしく みにつ いて知るこ とがで きま す。

・ お天気のこ と勉強し てみませんか？過去の天気など調べるこ とがで きます。

8月２日面

・ ペッ トボト ルを使っ た浄水器 やメダカ 水槓 、古紙を使 ったフラワ ーポッ

ト をつく って リ サイ クルについ て考え てみ ませんか ？

・ バリアフリ ーってな に？　 高齢 者疑似 体験や 車いすを 体験でき ます。

8月2 口銜

3日出

洪 水 や 迴 震 力妲 き た と き の こ と を 考 え こ み ま せんヵ９

・ 地 震や煙道 の体験が でき ます。 8月2 日面

・ 台 風時の雨 や非常食 の試食 ができ ます。
8月2 日金

3日出

道 やﾉ//を 造 る逑 設 於 術 や 建 餒 霤 械/こ殷 れ ま し よ う ／

・ ミ ニバツ クホー （油 圧ショ ベル）を動 かし て ボール すく いをし たり 、ラ

ワ ゴン操 作でバ ツクホーを 動かすこと ができ ます。

・ いろ んな現 場で活躍 する建 設機 械を見るこ と ができ ます。

・ レン ガを並 べてア ーチ鳰を 作り ま せん か？　ち ゃんと 渡れるかな ！？

・ 川 の流れ が見える模 型で水 のはたら きを鴆ろ う ！

8月2 日㈹

3日出



地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を
始
め
よ
う

「
か
ん
き
ょ
う
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ノ
ー
ト
」

市
で
は
小
学
生
や
中
学
生
が
、
家
族
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
な

っ
て
省
エ
ネ
や
省
資
源
に
取
り
組
め
る
「
か
ん
き
ょ
う
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
ノ
ー
ト
」
を
作
り
ま
し
た
。
四
週
間
と
い
う
短
期
間
で
取
り
組

み
の
成
果
が
出
せ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
夏
休
み
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

圈
環
境
計
画
課
総
務
係
ａ
3
6
6
7
3
3
1

四

週
間
か
け
て
自
分
の
家
の
生

活

を
環
境
に
や
さ
し

い
も
の
に
変

え

て
、
そ
の
効
果
を
数
字
で
知

る

こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

第
一
週
：
昔
の
生
活

を
知

っ
て

い

る
人

に
聞
き
取
ひ
し
て
、
今

の
生

活

と
昔
の
生
活
の
違

い
を
研
究
し

ま
す
。
そ
し
て
、
自
分

が
大
人
に

な
っ
た
時
、
ど
ん
な
生
活
に
な

っ

て

い
る
と

い
い
か
考
え
ま
す

。

第
二
週
：
自
宅
の
電
気

・
ガ
ス

・

水

道
の

メ
ー

タ
ー
を
チ

ェ
ッ
ク
し

て
一
週
間
の
使
坩
量
を
量
り
ま
す
。

ま
た
、
一
週
間
の

ご
み

の
発
生
量

も
量
り

ま
す
。

第
三
週
：
電
気
や
水
道
な
ど
の
む

だ
づ
か

い
を
調
べ
て
、

ど
弓
変
え

れ

ば
む
だ
が
減
ら
せ

る
か
考
え
ま

す
。
そ
し
て
家
族
の
全
員

が
む
だ

を
減
ら
す
た
め
に
自
分
か
何
を
す

る
か
決
め
ま
す
。

第
四
週
：
第
三

週
で
決
め
た
こ
と

を
実
行
し
な

が
ら
、
第
二
週
で
や

っ
た
よ
う
に
電
気

・
ガ
ス

・
水
道

・
ご
み
を
量
り

ま
す
。

●使 つた 水. 電気､ ガ スの量 チェックシートペ厶ダを無くした量 ）

日にら 水 霓　気 ガ　 ス

最初の日｛ぎ/2○（い ）朝

1122㎡
／冖4 ご7　h 。 ぷ 巧 町　 ｙ

のメーターの数字
1 八｢Ｈ日い朝 1128

/1- ほ 渥)kWh
l は 叨 茹

９のメーターの数字
１週間に使った量
（下の数字から上の数字を

引き算して出します,） 6m2 U うkWh &､(夕4･冫　 。，

※3 つのメーターがあるので､チヱツクシートの書く場所をまちかえないように気を付けてください。

※かんきょうチェック期間は ４週間ですが､４週目の最初の日から１週間の間に{吏った量をはかるため、か

第
二
週
と
第
四
週

の
電

気
の
使

用

量
な
ど
を
比

べ
る
こ
と

で
、
皆

さ
ん
の
家

が
ど

の
く
ら

い
地
球

の

環
境
に
や
さ
し
く
な

れ
た
か
計

算

す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

。

計

算
の
や
り

か
た

は
ノ

ー
ト

と

い
っ
し
ょ
に
お
渡
し
し
ま
す

。

最
初

の
取
ｙ

組

み
が
終
わ
っ
た

後
、
さ
ら
に
電
気

な
ど
を
減
ら
す

新
し

い
工
夫
を
考
え

て
実
施
す
れ

ば
、
ど

ん
ど
ん
効

果
を
あ
げ
る
こ

と

が
で
き
ま
す

。

電
話
で
環

境
計
画

課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し

い
説
明
を

し
ま
す

。

児童扶養手当制度が改正されます
母子家庭等に支給されている児童扶養

手当制度が8月から改正されます。

現在児童扶養手当を受給されている人

には 、詳しい内容を? 月25 日以降に現況

届の用紙と一緒に送りますのでご覧くだ

さい。

また、児童扶養手当制度の改正が生活

に与える影響を緩和する観点から、現在

児童扶養手当を受給し ている人で、今回

の改正により手当額が減額となった人を

対象に、新たな貸付金（特例児童扶養資

金）を設け、無利子の貸付を行います。

※実際に支給される12 月支給分からの手

当金額については、現況届を提出いた

だき、審査結果後にならないとお答え

する事ができません。ご了承ください。

固児童福祉課給付係s366 ―ﾜ34ﾜ

昨年挑戦した佐々木さんのお宅では…

改正の主な内容 旧（従来の制度） 新（制度改正後）

所得制 限限 度額

〔毋 と 扶 養 が 子

ど も1 人 の 母 子

家 庭 の所 得 控 除

後の 金 額( 扶 養

人 数 が 変 われば

限 度 額も 変 わり

ます) 〕

904,000 円 未 満の 場合 ＝ 月

額42,3「ｱO円 （全部 支給）

5ﾜ0,000 円 未満 の 場合＝ 月

額42,3ﾜO 円 （全部支 給）

904,000 円以上1,920,000 円

未 満＝ 月額28,350 円( 一部

支 給)

5ﾜ0,000 円以 上2,300,000

円 未満 ＝所 得に 応じ て 月額

42,360 円～10,000 円

所得の 範囲 （請

求 者が母の場合）

※請求 者が 養育

者の 場合は お

問い 合 わせく

ださ い

養 育費 につい ては 、所 得に

は 含 まれま せん

養育 費に つい ては ，その 金

額の80 ％が所 得とし て取り

扱 われま す

寡 婦 （かふ） 控除 、寡 婦特

別 控除 がある 場合＝ 所得 金

額 から 寡婦 控除2ﾜ 万 円､ 寡

婦 特別 控除35 万 円を 控除

寡 婦控除､ 寡 婦特別 控除は 、

所 得金額 から控 除さ れ ませ

ん

特 別障 害者控 除を受 け てい

る 場合＝ 所得金 額から35 万

円 を控 除

特 別障害 者控除 を受 けてい

る場 合＝所 得金額 から40 万

円を 控除

現況届 の提出 期

間 ・内 容

提出 期間＝8 月11 日～9 月10

日
提出 期 間こ8 月１日～31 日

養 育費 に関 する申 告書 等の

書 類の 提出は あり ま せん

｢ 養育費 に関 する申 告書｣ 等

の 提出 が必要 です

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
は
し
て
い
ま
す
か

手
当
を
受
け

る
こ

と
が
で
き

る

人

は
、
次

の
①

～

⑦
に
あ
て
は
ま

る
、

十
八
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初

の
３
月
3
1日

ま
で
の
間
に
あ

る
児

童

（
障
害
児

は
二

十
歳
未

満
）
を

監
護
し

て
い
る
母

、
ま
た
は
母
に

か
わ
っ
て
そ

の
児
童

を
養
育
し
て

い
る
人

（
養
育

者
）
で
す
。

①
父
母

が
離
婚

後
、
父
と
一
緒
に

生
活

を
し

て

い
な

い
児

童

②
父

が
死
亡

後
、
公

的
年

金
を
受

給
し

て
い
な

い
児

童

③
父

が
重

度

（
一
級
程
度
）
の
障

害
に

あ
る
児
童

①
父

の
生
死

が
明
ら

か
で
な

い
児

童⑤
父

か
ら
引
き
続
き
一
年
以
上
遺

棄

さ
れ
て
い
る
児

童

⑥
父

が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
一

年
以
上
拘

禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦
未
婚

の
母

の
子
で
、
父
と
一
緒

に
生
活

を
し

て

い
な

い
児

童

次

の
①

～

③
の
場
合
は
、
手
当

は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

①

対
象
児

童
が
、
母

の
配
偶

者
（
内

縁
関
係
等
を
含

む
）
に
養
育
さ
れ

て
い
る

②
対

象
児

童
の
母
（
養
育
者
）
が
、

国
民
年

金
（
老

齢
福
祉
年

金
を
除

く
）
　・
厚
生
年

金
等
公
的
年

金
を

受
け

ら
れ
る

③
昭
和
6
0年

８
月
１
日
以
降
に
手

当

の
支

給
要

件
に
該
当
し
て

か
ら

五
年

を
経
過
し
て
も
手
当

の
請

求

を
し

な
か
っ
た
と
き
等

※
所
得
に
よ
っ
て
手
当
の
支
給

が

制
限
ま
た
は
停
止

さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

。

児

童

扶

養

手

当

の

現

況

届

の

提

出

を

児

童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る

人

に
は
、
後
日
現
況
届

（
更
新

の

手

続
き
）
の
用
紙
を
送
り
ま
す

。

必
要

書
類
を
そ
ろ
え
て
、
期
間

中

に
届

け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
期
間
・：
８
月

１
日

米
～
3
0

日

窗
※
こ

の
届

け
出

が
な

い
と

８
月
分

以
降

の
手
当

が
受
け

ら
れ
ま
せ

ん

の
で
、

ご
注

意
ぐ

だ
さ

い
。

ま

た
、
提
出
期

限
を
過

ぎ
る

と
年

内
の
振
込

は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
必

ず
期
間
中

に
届

け
出

を
し
て
く

だ
さ
い
。

固
児
童
福

祉

課

給
付
係

昔

3
6
6
・
７
３
４

納

期

内

の

納

付

に

ご

協

力

を

７
月
3
1
日

米

は

固

定

資

産

税

・

都
市

計
画

税

（
第

二

期

）

の

納

期

限

で

す

。

納

め

忘

れ

の

な

い
よ

う

に

お

願

い
し

ま

す

。

圜

収

納

課

公
3
6
6・
7
3
2
5

介

護

保

険

運

営

協

議

会

８
月

６
口

火

午

後

２

時
3
0
分

か

ら
　

会

場

市

役
所

新

館

七

階

大

会

議

室
奈
傍

聴

で

き

ま

す

。

議

題

等

は
お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い
。

圈
介

護

支

援

課

登
3
6
6・
7
3
7
0

交

通

事

故

無

料

相

談

室

曲

日

本

損

害

保

険

協

会

で

は
、

自

動

車

保

険

請

求

相

談

セ

ン

タ

ー

を

設

置

し

、

自

動

車

損

害

賠

償

責

任

保

険

や
任

意

自

動

車

保

険

の
請

求

に

つ

い
て

、

ご
相

談

に

応

じ
て

い
ま

す

。

相

談
日

月

～

金

曜

日

（
祝

日

を

除

ぐ

）

午

前

９

時
3
0
分

～

正

午

、

午

後

１

時

～

４

時
4
0
分

会

場
千

茱

自
動

車
保

険

請

求

相

談

セ

ン

タ

ー

（
千

葉

市

甲
央

区

弁

天

町

ニ

ー

○

の
三

大

宗

北

ロ

ビ
ル

七

階

）

蓉
用

無

料

糸
電

話

で

の
相

談

も

受

け

付

け

て

い
ま

す

。

固
千

葉

自

動

車
保

険

請

求
相

談

セ

ン

タ
１

昔
0
4
3・
2
8
4・
7
9
5
5

区画整理事業地内の保留販売

行

政

活

動

の

評

価

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

市

民

か

ら

、

よ

り

信

頼

さ
れ

る

施

策

を

実

現

す

る

た

め

に

、

平

成

1
2年

か
ら

取

り

組

ん

で

い

る
評

価

シ

ス

テ

ム

（
事

業

の

目

的

や
対

象

・
成

果

な

ど

に

つ

い
て

、

わ
か

り

や

す

く

説
明

す

る

）

の
平

成
1
4
年

度

版

の

政

策
目

的

体

系

お

よ

び
事

前

評

価

整

理

表

を

、

行

政

資

料

セ

ン

タ

ー

（
市

役

所

別

館

一

階

）

と

市

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

で

ご
覧

に

な

れ

ま
す
（
ｕ

Ｒ

Ｌ

は

一
面

右

上
参

胆

。

固
総

務

企

画

本

部
企

画

管

理

室
a

3
6
6
・
7
3
1
1

パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス

「

パ

ー

ト

タ

イ

ム

で

の

再

就

職

に

あ

た

っ

て

」

８
月

６
日

㈹

午

後

１

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分

会

場

夂
性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

っ

ど
　

内

容

履
歴

書

の

書

き

方

、
面

接

の

仕

方

、

税

・
社

会

保

険

の

基

礎

等

（

ガ
イ

ダ

ン
ス

終

了

後

個

㈹

相

談

あ

り

）
　

謹
師

鰥

2
1世

紀
職

業

財

団
千

葉

事

務

所

雇

用
管

理

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

・
鈴

木

義

久

氏
　

対

象

現
在

パ

ー

ト

タ
イ

マ

ー

で

働

い
て

い
る

か

、

こ

れ
か

ら

働

き

た

い
人
　

定

員

无
着

二

十

人

（
う

ち

個

別

相

談

十

人

）
　
春
用

無

料匣
電

話

で

女

性

セ

ン

タ

ー

昔
3
6
4・

8
7
7
8

へ

区画整理事業地内の宅地（保留地）を販売

しています。

土地の購入を予定されている人は、ぜひこ

の機会にご検討＜ださい。

※面積 一価格等については、それぞれの組合

事務所までお問い合わせください（いずれ

も土・日曜日、祝日を除く午前9時30 分～

午後4時）。

▼秋山地区（北総線秋山駅下車、秋山土地区

画整理組合登392-14 引）

16区画（面積150.22m2 ～）

▼関台地区（北総線松飛台駅下車、関台土地

区画整理組合登388-4488)

4区画（面積156.81  m2～）

圈都市整備課q366 ―ﾜ3ﾜ5

夏
休
み
の
挑
戦
！

●佐々木さ ん宅の4 週目 （ムダを無くした量）

挑戦前 挑戦後 減らせた量

ご み 8ﾜ2K9 69ﾜK9 1ﾜ5Kg  (約20 ％減った）

水 365m3 313m3 52m づ 約 纐％減った）

電気 3,ﾜ39Kwh 3,822Kwh -83Kwh  (約2 ％増え た）

ガス 354m3 362｢粐 －8m3 （約2 ％増え た）

１年間の量で比較

この減らせた量を二酸化炭素の発生量で換算すると

35.24KgH ったことになります。森林１ヘクタール

(10,000m2) が1年間に3,570Kg の二酸化炭素を吸収します

から，佐々木さんの家では100m2くらいの森林を植えたのと

同じ効果になります。

環境について考えたこと 佐々木　香
去年の夏休 みに 、環境 をチェック する ノート で家のゴミ の

でる 量などを 測った。ばし めは 、お父さ んに すすめられて や

りはじ めて4 週間つづけ た。1 週目は 、今と 昔の環境のち がい

を 調べ た。2 週目 に 、水 、ガ ス 、電 気 の使用 量を 堡っ なり 、

ゴミ のでる 量を 量った。3 週目 には 、家の中 のムダ をチェッ

クし た。電気を つけっぱなし にし てい たり 、いつも は気 がつ

かな いムダ が見つ かっ た。最 後の八週目 、い ままで の結果を

みて 、ムダをなく すよう にし か。そう 心がけ ただけで水の 使

用 量がへっだこ とがわ かっ た。こ のノートで環 境をチェック

し て二酸化炭 素が 、たくさ んでているこ とが わかった。二 酸

化炭 素がたくさ んでると 、地球温暖化な どの環 境問題がお き

たり する 。そうなる と 、こ れから の地球の生活 が不 便にな っ

てくる と思う。こ の ノート で 、ムダをなくし ただけで 、二 酸

化炭 素がへっ でいた。 やっぱり 、少し ずつでも 、細かいとこ

ろ まで気をくば っで 、未来 の環境を明るくし て いけたらいい

と 思う 。この ノートで 調べたことをい かし てこ れからの環 境

を よくし てい きたい。一つ の家で 節約し ただけ でたく さん の

二 酸化炭素が へっだ。 だから 、たくさ んの家庭 で節約をし て

ほし い。こ の調べをし て本当 によかったなあと最 後に 思った。

試
し
た
い
人
は
Ｉ
・

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
も
自
由
自

在
―・

か
ん
き
ょ
う
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
ノ
ー
ト
は
こ
ん
な
も
の

効
果
の
把
握
が
自
分
で
で
き

ま
す
Ｉ
・



チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

［

］
こ

ど

も

パ

ソ

コ

ン

教

室

・

オ

リ

ジ

ナ

ル

の

は

が

き

を

つ

く

っ

て

友

達

に

お

く

ろ

う

１

８

月

４

日

㈲
Ｔ

Ｈ

日

㈲

二
ｈ
日

出

・
1
8
日

収

・
2
4
日

出

・
2
5
日

㈲

①

各
午

前
1
0
時

～

１１‥一
時
3
0
分

⑦
各

午

後

１

時
3
0
分

～

３
時

命
場

常

盤

平

児

童

福

祉

館
　

対

乖

小

学

生

以

上

で

少

し

パ

ソ
コ

ン

の
操

作

が

で

き
る

人

、
ま

た

は
児

童

館

の
「
は

じ

め

の

講

座

」

修

了

者

定

員

各

三

人
　

持

ち

物

イ

ン

ク

ジ

ェ

ッ

ト

用
（

ガ
キ

二

枚
　

杤
甬

無

料

畄
午

前
1
0
時

か

ら

、
電

話

で

常
盤

平

児

童

福

祉

館

昔
3
8
7・
3
3
2
0

（
月

曜

休

館

）

へ

［
］
ケ

ナ

フ

の

紙

す

き

体

験

学

習

８
月

２
日

幽
午
後
１

時
～
４

時

会

場
市
民
会

館
料
理
教

室
　

内
容

紙
す
き
で
（

ガ
キ
を

つ
く

る
　

定

員

先
着
二
十
人
　

皿
贔
用
中
学

生
以

下

無
料

（
大
人
五
百
円
）

圉
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
松
戸

ま

ち

づ
く

堊

父
流
室

テ

ン

ト
小

屋

内

松

戸

ケ
ナ

フ

の
会
S
3
6
7・
8
8

8
9

隰
3
6
7・
8
8
2
7

へ

【

】
は

じ

め

て

の

手

話

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

講

座

９

月
1
0
日

～
1
2
月
1
7
日

の

毎

週

火

曜

日

［
全

十

五

回

］

午

前
1
0
時

～
正

午

会
場

社
会

福

祉

協

議

会

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

室
　

対

象

市

内

在

住

の
手

話

未

経

験

者

で

全

回

参

加

で

き

る
人
　

定

員

二
十

人
（
抽

選

）

費

用

千

六

百

五

十
円

（
テ

キ

ス

ト

代

他

）

圃

８

月

１

口

水

〔
消

印

有

効

〕

ま

で

に

、
往

復
（

ガ

キ

に

氏

名

（
フ

リ

ガ

ナ
付

き
）
　
・
住

所

・
電

話
¶

号

・
返
信

用

あ

て
名

を
記

入

し

て

、

工

ｍ
－
0
0
9
4

松

戸

直

上

矢

切

二

九

九

の

一

総

合

備
祉

会

館

内

松

戸

市

社
公

傷
祉

協

議

会

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

セ

ン

タ

ー

「
は

じ

め

て

の

手

話

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

講

座

」

係

（

登
3
6
2・
5
9
6
3

）

へ

［

］
初

級

簿

記

教

室

８

月
3
0
日

～

い‥一一
月

８

日

の
毎

週

火

・
金

曜

日

〔
1
0
月

４

日

を

除

ぐ

全

二

十

回

〕

午

後

６

時

～

８

時

会

場

松

戸

商

工

会

館

（
松

戸

二

〇

六

〇

）
　

内

容

日

商

簿

記

三

級

程

度
　

定

蕀

无

着

四

十

人
　

持

ち

物

筆

記

用

具

と

電

卓

（
そ

ろ

ば

ん

も

可

）
　

費

用
二

万

円

（
会

議

所

会

員

は

一
万

五

千

円

、

テ
キ

ス

ト
代

を
含

む
）

匣

費

用

を

持

っ
て

直

接

、
松

戸

商

工

会

議
所
（

昔
3
6
4・
３

１

１

士

へ

［

］
地

球

環

境

講

演

会

８

月

６

囗

㈹
午

後

１

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分
　

会

場

市
民

劇

場
　

テ

ー

マ
美

し

い
地

球

を

子

ど

も

た
ち

に
　

講

師

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

「
地

球

村
」

代

表

こ
咼
木

善

之

氏
　

費
用

千

五

百

円

（
前

売

り

千

二

百

円

）

固

宮

崎

登
0
9
0・

４

０

’にａ

４

・
0

3
6
8

【
】
松

戸

ま

ち

づ

く

り

楽

講

９

月

５

囗
～
2
6
囗

の

毎

週

木

曜

日

午

後

６

時

～

９

時

会

場
松

戸

ま

ち

づ
く

堊

父
流

室

（
東

葛

飾

合

同

庁

舎

圍
）
　

内

容

松

戸

に

何

か

必

要

か

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

・
Ｎ

Ｐ

Ｏ

の

あ
Ｉ

方

、

都

市

の
魅

力

と

は

等

対

家

車

回

仕
住

の
人

定

員

各

先

着
三

十

人
　

黷

？

回

五

百

円

（
資

料

代

）

※
最

終
日

に

懇

親

会

あ

り
（
実

費

）

固

Ｎ

Ｐ
Ｏ

ふ

る

さ
と

ネ

ッ

ツ

・
白

井

登
3
6
1・
6
5
5
7

［

］
ス

ー

パ

ー

紙

と

ん

ぼ

の

会

指

導

者

講

習

会

８
月

３

日

出

午

後

１

時

～

４

時

会
場

運

動

公

園

武

道

館

会

議

室

内

脊

幼
稚

園

児

か

ら

小

学

生
ま

で

に

教
え

る

ス

ー

パ

ー
紙

と

ん

ぼ
の

作

り

方

の

実

習

対

象

市
内

在

住

で

指

導

者

を

目

指

す

中

学

生
以

上

の

人
　

定

員

先

着

五

十

人
　

持

ち

物

は

さ

み

こ
ソ
ユ

ー

ズ
の
空

き

缶

費
用

無
料

圃
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

鎌

形

昔

隰
3
6
4・
5
0
8
4

へ

［

］
夏

休

み

親

と

子

の

手

賀

沼

船

上

学

習

会

①

８

月
1
7
日

出

②

８
月
1
8
日

昨

各

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時
　

侖
場

手

賀

沼

親

水

広
場
　

内

霽

大

口
遊

覧

船

に

乗

り

、

手

賀

沼

の

自

然

や

水

質

を

学

ぶ

①

牛
乳

パ

ッ

ク

か

ら

の
（

ガ
キ

づ
く

り

他

②
纒

食

油

か

ら

の

石

け

ん

づ
く

り

他
　

対

乖

小

学

四

年

～

中

学

生

ま

で

の

親
子

定

員

蒼

二
十

人

（
抽

選
）
　

持

ち

物

弁

当
　

費

用

無

料

圃

７
月
3
0
日

㈹

〔
消

印

有

効

〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に

希

望

日

・

親

の

氏

名

・
子

ど

も

の
氏

名

・
学

年

・
郵

便

番

号

・
住

所

・
電

話

番

号

・
何
で

知

っ

た

か
を

記
入

し

て

、

〒
2
7
0
－
1
1
4
6

我

孫
子

市

高

野

山

新

田

一

九

三
　

千

葉
県

手

賀

沼

親

水

広

場

（

昔
0
4
・

７

１

８

４

・

Ｏ

）Ｏ
」Ｑ
」Ｏ
）
　へ

［
］
松
戸
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
講
座

講座名等 日 時 内 容 会 場 定員/費用

パソコンの基

本操作を学ぶ

講座

8/2 廁・9㈲

午前 足 時30

分～正午

超初心者向き

文

化

ホー

ルー

Ｔ

講

座
室

先着8人71,200 円

(テキスト代を含

む)

ホ ー ムペ ージ

を 見よう 講 座

8/3 ①

午 前10 時30

分 ～正 午

ホ ーム ページ

の検 索方 法等

先 着8 人/500 円

(テ キ ス ト 代を 含

む)

圃電話で松戸まちづくリ交流室テント小屋内松戸ＩＴボ
ランティアの会公36 ツー8889 へ

［
］
和
洋
女
子
大
学
夏
期
公
開

講
座
（
書
道
）

期　日 科　目（10 コース）

7/29:.月)～8/1 困 〔咎 全4

回〕

Ａ楷 書法( か いし よほう)、Ｂ隷 書

法( れいし よほう) 、Ｃかな 書法

8/3:;ﾆﾋ)～6 ㈹ 〔各全4 回 〕
Ｄ 行書法 、Ｅ草書法 、Ｆ篆 書法(て

んし よぼう)

8/8 困 ～11 ⑧［吝全4 回］Ｇ 創作 漢字 、Ｈ創 作かな

8/a 淞 ・9詣 〔全2 回〕 １書 道科指 導法

8/1C  (j二)・11(日囗 全2 回 〕 Ｊ書道 原論

時

間

午

前

９

時

3
0分

～

午

後

４

時

4
0分

会

場
和

洋

女

子

大

学

（
市

川

市

国

府

台
一

．の

三

の

匸
　

定

員
各
先
着
川
十
八
人

客
用

Ａ
～
Ｈ
各

一
万
二
千
円

、
－

・
Ｊ

各
八
千
円

固
和
洋
女
子
大
学
夏

期
公

開
講
座

事
務
局

昔
3
7
1
・
1
9
3
8

講座 名 日　時 定員/費用

初めてのWindows 入

門

8/19( 月)～22 休)､8/26 趙 ～29 ㈹〔全8 回 〕

午後1 時30 分～司 舸O 分

10人/24,000円

(20,000円)

Word を使った文書作

成講座

8/19(3) ～22 休）〔全∠L回〕 午 前9 時30 分

～午 後O 時30 分

10儿/12,000円

(10,000円)

Excelを使った表計算

講座Ｉ

8/24 ① ・31 ① 〔全2 回〕 午 前9IB30 分

～午 後4 日舸O 分

犯人/12,000円

(10,000円)

Excelを使った表計算

講座II

8/26(1月)～29 休囗 全4 回〕 午 前9Bf30 分

～午 後OBUO 分

10人/旧000 円

(10,000円)

パソコ ンを使 って みよ

う( 対象60 歳以上の人)

8/23R ・30 銜 〔仝2 回〕 午 前9 時30 分

～正 午
6人/ﾜ,000円

2級建築士資格取得講

座（製図コース）

9/3 ～21 の毎週火・木 ・土 曜日〔全10 回〕午

後ら時30 分～9 時(土曜 日は午後6 時から)

拓人/40,000円

(30,000円)

匣

午
前

９
時

か
ら
、
費
用

を
持

っ
て

直
接
、
松

戸

職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
小

金
原
一
の
一
九
の
三

、

昔

3
4
9
・
3
2
0
0

）
窓
口
へ

※
費
用

の
う

ち

（
　
　

）
内

は
当
会
員
事

業
所
ま

た
は
団
体
会
員
の
メ
ン

バ
ー
の
場
合

で
す

。

受
け
付
け

開
始

時
に
定
員

を
超

え
た
場

合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

［

］
家

庭

婦

人

テ

ニ

ス

協

会

ク

ラ

ス

別

ダ

ブ

ル

ス

大

会

９

月

２

日

菲

・
９
日

丱

〔
予

備

日

９

月
1
7
日

次
〕

午

前

９

時

か

ら

会

場

栗

ヶ

沢

公

園

庭

球

場
　

内

容

ｓ

Ａ

ク

ラ

ス

・

Ａ

ク

ラ

ス

・
Ｂ

ク

ラ

ス

・
ｃ

ク

ラ

ス
　

対

象
家

庭

婦

人

テ

ニ

ス
協

会
加

盟

の

ク

ラ

ブ
員

お

よ

び
市

内

在

住

・
在

ク

ラ

ブ
員

啓
用

一

人

千

五

百

円

（
加

盟

ク

ラ

ブ
員

一
人

千

円

）

圃

８

月

Ｂ
口

内
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

（

ガ
キ

に
住

所

・
氏

名

・
電

話

番

号

・
所

属

ク

ラ

ブ

名

・
希

望

ク

ラ

ス

を
記

入

し

て

、

〒
2
7
0
1
0
0
1

3
松

戸

市

小

金

き

よ

し

ケ
丘

五

の

九

の

一
四
　

家

庭

婦

人

テ

ニ

ス
協

会

・
石

橋
志

津
江

（

登
ｍ

・
1
3

5
2

）
　へ

千葉県立現代産業科学館の催し物

催し名/内容 日　時 対象/定員 費 用

おも しろ工作クラブ

内容浮沈子を作ろう

8/2(劒

午後2時～3時

小学生以上

当日先着20人

250 円（材料費・保険

料）

夏休み科学体験フェスティバル

内容紙飛行機工作教室

奈希望者に飛ばし方教室を実施

(各日午後3 時から)

8/9R卜11( 日)

各① 午前10時30分～11

時30分②午後2日卜3 時

小学生以土

各当日先着20 人

350 円（材料費・保険

料）

特別展イベント

内容相撲ロボットのデモと操作

体験

8/10 ①・lt 日）

午後1時30 分

小・中学生

咎当日先着10人(午前

9時から)

特別展観覧料200 円

夏休み大型映像フェスティバル

内容特別プログラム

8/8 困 ～25( 日)①午 前 川

時 ②午後11 時20 分 ③午

後〇日茴C焉 ④ 午 後2 偐10

分③ 午後3 時30 分

各回先着296 人

大人引 〇円、高 一大学

生∠t00円 バ｣卜 中学生

200 円

特別展ロ ボット作り 体験教室

内容簡単なロボット( ザリガニロ

ボット) の製作と操作を体験

8/17 ①・18(日)

午後匐餡O 分～4 聘

小学生( 小学4 年生ま

では保護者同伴)

吝当日先着20 人

1,400円(材料費 り呆険

料)

夏休み科学体験フェスティバル

内容紙飛 行機大会

※会場は千葉工業大学芝園校舎

8/25(1日)

午前9時30 分～正午

小学生以上

先着50人( 要予約)
300 円

ぉもしろ工作クラブ

内容登るテントウムシを作ろう

8/28 圉

午後2時～3時

小学生以上

当日先着20人

300 円（材料費 一保険

料）

特別展イベント

内容ロポ ソヽトとふれあつてみよう

8/31c ・9/1 (!日)

①午後1時②午後3時

各当日先着 拓組(午前

9時から)

特別展観覧料(大人引０

円、高・大学生400 円、

小・中学生200 円)

申 し 込 み 方 法 … 直 接 会 場 で 、予 約 が 必 要な も の は 電 話 で 千 葉県 立 現 代 産 業 科 学 館 （市

川 市 鬼 高1 の1 の3 、登3ﾜ9 －2005 ）へ

「

」
柿

ノ

木

台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

８

月

４

日

㈲

・
2
5日

㈲

午

前
1
0

時

～

正

午

、
1
2
日

丱

午

後

１

時
3
0

分

～

３

時
3
0
分

、
1
7
日

出

午

後

３

時

～

５

時

会
場

柿

ノ

本

営
公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

室
　

対

象

十

六

歳

以

上

の

人
　

持

ち

物

運

動

着

・
ヒ

履

き
　

春
用

無

料

圃

当

日

会

場

で

圖

ス

ポ

ー
ツ

課

昔
3
6
3・
9
2
4
1

【

】
リ

ボ

ン

ク

ラ

ブ

無

料

体

験

教

室８

月
3
0
日

蚩
低

学

年

＝
午

前

９

時
3
0
分

か

ら

、

高

学

年

＝
午

前
1
0

時
3
0
分

か

ら
　

会

場

言
少

年

会

館

内

容

手

具

体

操
　

対

乖

小

学

生

女

子

持

ち

物

上

履

き

圃
当

日

会

場

で

固

堀

澤

昔
3
4
6・
9
0
1
3

【

】
夏

季

市

民

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

大

会
（

兼

県

民

大

会

予

選

会

）

８

月
2
5
囗
襾

午

前

８

時
3
0
分

受

け
付

け

、

午

前

９

時

開

始

会

場

栗

ケ

沢

公

園

庭

球

場

対

象

車

内

在

住

・
在

勤

・
在

学

・
在

ク
ラ

ブ

の

人
　

種

目

男

女

Ａ

～

Ｄ

ラ

ン

ク

別

と

四

十

五

歳

以

上

と

小

学

生
　

ル

ー

ル

国

際

ル

ー

ル

蓄
乕

一

チ

ー
ム

二

千

円

・
小

学

生

千

円
圃
８

月

９

日

窗
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

所

定

の
振

込

用

紙

で

松

戸

市

ソ

フ

ト

テ

ニ
ス

連

盟

・
山

下

洋

子

（

昔

3
4
5
・
7
0
8
4

）
　へ

レ

ッ
チ

ー
レ

ク

ダ

ン

ス
等
　

定

員

先

着

六

十

人
　

費

用

二

千

百

円

（
保

険

料

を
含

む

）

圃

当
日

会

場

で

圈

松

戸

市

健

康

体

操

連

盟

指

導

者

協

議

会

・
竹

島
a
3
4
6・
9
5
0
1

［
］
火

曜

ナ

イ

タ

ー

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

教

室

８

月

６
日

～

Ｈ

月
2
6
日

の
毎

週

火

曜

日

午

後

７

時

～

９

時
　

会
場

金

ヶ

作
公

園

庭

球

場
　

対

乖

市
内

在

住

・

在
勤

の

人
（
中

学

生

も

可

）

曹
用

八

千

円

圃

直

接

会

場

で

固

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

連
盟

・
小

倉

昔

3
4
5
・
0
8
9
9

ス
ポ
ー
ツ

情報
講
座
・
講
演

松戸地域職業訓練センターパソコン講座

〔
全

六

回

〕
午

前

９

時
3
0
分

～

い１１
時

会

場

運

動

公

膠

体
育

館
　

内

容

リ

ズ

ム
運

動

・
ス

ト

［

］
夏

快

適

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

体

操

８

月

６

日

天

・
８

日

水

・
1
0
口

出

・
2
0
日

㈹

・
2
2
日

困

・
2
4
日

出



［
］
星

空

観

望

会

８
月
1
7口

出
午
後
６
時
～
８
時

会

場
市
民
会

館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室

と
屋

上
　

内
容

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム
見

学
と
天

体
望
遠
鏡
で
月

や
二

重
星
を

観
望

（
雨
天

・
曇
天

の
場

合
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
み
）

定

員
先

着
八
十
人
　

費
用
無
料

※
団
体
（
二
十
人
以
上
）
や
体

の
不

自
由
な
人
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

圃

電
話

で
市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室

昔
3
6
8
・
1
2
3
7

へ

【
】
プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

８

・

９

月

新

番

組

「

ブ

ラ

ッ

ク

ホ

ー

ル

」ブ

ラ

ッ
ク

ホ

ー
ル

は

、
天

文

学

で

は

、

ど

こ

ま

で

わ
か

っ
て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

番

組

で

は

ブ

ラ

ッ

ク

ホ

ー
ル

候

補

の
天

体

な

ど

に

つ

い
て

解

説

す

る

予

定

で

す

。

盤

咨

時

７
月
3
1
日

水
～

９
月

2
9日

㈲

の
土

・
日

曜

日

、
祝

日

の

午

前
1
0
時

・
午

後

１
時
3
0
分

・

３

時
3
0
分

、
夏

休

み

期

間

中

の

水

・

木

曜

日

午

後

１

時
3
0
分

・
３

時
3
0

分
　

扮
影

時

間

一

回
約

五

十

分

会

場

市

民

会

館

プ

ラ
ネ

タ

リ

ウ

ム

室
　

定

員

八

十

人
　

費

用

子

ど

も

三

十

一

円

、

大

人

五
十

二

円

圖

市

民

会

館

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム
室

昔
3
6
8・
１

９
い・
３

７

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

〔
家

具

〕
折
り

畳
み

式

ベ
ッ

ド
◆

学

臂

机

（
木

製

・

い

す

な

し

）
◆

リ

ク

ラ
イ

ニ

ン

グ
チ

ェ

ア

ー

（
ス

チ

ー
ル

製

）

〔
孑
狃
崗
ｍ
品

〕
ベ

ビ

ー

ベ

ッ

ド
◆

ジ

ュ

ニ

ア

シ

ー
ト

（
三

歳

以

降

用

、

二

台

）

〔
ス

ポ

ー

ツ

用

品

・
楽

器

〕
エ

ア

ロ

バ
イ

ク
◆

電

子

オ

ル

ガ

ン
（
二

台

）

口

夏

の

恐

怖

体

験
－
・
恒

例
「

お

ば

け

大

会

」

８

月

７

日

水

①

午

前
1
0
時

～

幵一

時
3
0
分

②

午
後

１

時
3
0
分

～

３

時

会
場

常

盤
平

児

童

福

祉

館

対

象

十

八
歳
未

満

の

人

巷
鬧

無

料

※

お

ば

け

大

会

の

ス

タ

ッ

フ
も

募

集

中

圈

常

盤
平

児

童

福

祉

館

昔
3
8
7・
3

3
2
0

（
月

曜

休

館

）

［

］
ア

ン

サ

ン

ブ

ル

ジ

ュ

ネ

ス

定

期

演

奏

会

８

月
1
7
日

出

午

後

６

時

～

８

時

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

林

光

作

曲

「
長

く

て

短

い

六

つ

の

歌

」

他

の

コ

圭

フ
ス
演

奏

会
　

眥

唄

十

円圜

ア
ン

サ

ン

ブ
ル

ジ
ュ

ネ

ス

・
高

橋

昔
0
4
・
７

１

５

８

・
1
8
7
8

【

】
松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

と

ミ

ニ

教

室

暮

ら

し

の
相

談

介

護

＝

８
月

５

日

菲

・
2
6
日

囲

、

税

務

＝

８
月
2
0
日

㈹

、

年

金

＝
８

月

８
日

米

・
2
2
日

困

、

法

律

＝

８

月

１

日

本

・
６

日

天

・
2
7日

㈹

、

資

産

形

成

＝

８

月

２

日

蚩

・
７

日

水

・
９

日

窗

・
1
0

日

出

・
2
1
日

水

・
2
8
日

水

・
2
9
日

水

・
3
1
日

出

ミ

ニ

教

室

介

護

＝
８

月
2
6
日

囲

、

資

産

形

成

＝
８

月
2
9
日

米

各

午
後

１

時

～

２

時
3
0
分
　

呰
乕

無

料

圖
松

戸

栄
暮

ら

し

の

相

談

セ

ン

タ

1
1
1登
3
6
0・

β０
６

１

？
】

圃

７

月
3
0
日

閃
ま

で

に

、
電

話

で

消

費

生

活

課

登
3
6
6・
7
3
2
9

へ

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品

物

を

譲

り

た

い
人

は

、

７

月

3
0日

㈹
ま

で

に

、
電

話

で

申

し

込

ん

で

く

だ

さ

い
こ

人

三

点

ま

で

）。

８

月
2
5
日

号

に
掲

載
し

ま

す

。

電

気

製

品

・
日

用

雑

貨

・
衣

料

品

・

食

料

品

・
自

転

車

な

ど

は

扱

い
ま

せ

ん

。

圖

消

費

生

活

課

容
3
6
6
・
7
3
2
9

【
】
高

嶺
（

た

か

ね

）
の

花

紀

行

・

尾

瀬

至

仏

山

に

登

る

８

月

２

日

原

～

３

日

出

午

後

１１一

時
3
0
分

新

松

戸

墾

問
集

合

（
３

日

午

後

７

時

解

散

予

定

）
　

命
場

尾

瀬

（
群

馬

県

）
　

内

寮

代
行

日

帰

り

で

尾

瀬

の

鳩

待

峠

か

ら

至

仏

山

（
標

高
二

千

二

百

二

十

八

片
）
に

登

り

尾

瀬

ヶ

原

に

下

り

る
　

対

象

六

十

歳
未

満

の
人
　

定

員

先

着

二

十

五

人
　

春
用

七

千

八

百

円

（
貸

切

バ

ス
代

・
保

険

料

を

含

む

）

圃

電

話
で

山

遊
塾

・
永

田

昔
0
9
0・

８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

［

］
親

子

で

一

緒

に

歌

い

ま

し

よ

’つ７
月
3
1日
水
午
前
1
0時
～
Ｈ

時

3
0分

会
場

サ
ロ
ン
ひ
ぐ
ら
し

薪

京
成
八
柱
駅
南
口
下
車
徒
歩
七
分
）

内

容
発
声
練

習
と
歌
を
楽
し
ぐ

歌

う

対
象
小
学
生
と
そ

の
親

費

用

親
子
で
千
五
百
円

圖

ひ
ぐ

ら
し

の
会

・
荒
＃
a
3
8
9・

［

］
稚

魚

の

放

流

明

生
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
専
門

学
校

の
学
生
が
新
坂
川
の
浄
化

を
願

い

コ
イ

の
稚
魚
を
放
流
し
ま
す

。

市

民
の
皆
さ

ん
の
参
加

を
お
待

ち
し

て

い
ま
す
。

７
月
3
1日
水
午
後
１

時
3
0分

か

ら
　

場
所

萪
坂
川

（
新
松

戸
駅
下

車
徒
歩
三
分
、
学
栓

圜
）

固
明
生

情
報
ビ
ジ
ネ

ス
専
門
学
校

登
3
4
1
・
冖ａ
８
０癶）８

【
】
和

楽

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

ー

（
社

交

ダ

ン

ス

）

８
月
４
日
～
2
5日

の
毎

週
日
曜

日

〔
全
四
回
〕
午
後

５
時
3
0分
～

８
時
3
0分

会
場

市
民
会
館

内

容
市
民
の
社
交

ダ
ン
ス
愛

好
者
の

集

い
　
曹
用

一
回
五
百
円

（
飲

料

代

を
含
む
）

固

さ
わ
や

か
福
祉

の
会
「
松
戸
く

ら
し

の
助

っ
人
」
　・
高
瀬

昔
3
4
1
・

［
］
知

的

障

害

者

活

動

施

設
「
小

金

わ

か

ば

苑

」

納

涼

祭

８
月

３
日

出
午
後
５
時
～
８
時

侖
場

小
金
わ

か
ば
苑

（
北
小

金
駅

北
口
下

車
徒
歩
六
分
）
　

内
容
模

擬
店
、
手
作
り

陶
芸
・
縫
製
・
農

園
芸
作
品

の
展
示
即

売
会
、
ゲ
ー

ム
、
盆
踊
り

、
花

火
大
会
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

固
小

笙
わ
か

ば
苑

・
富
田

酋
3
3
0
・

【
】
講

談

「

は

だ

し

の

ゲ

ン

」

８
月

３
日

印
午
後
２
時
開
演

会
場
さ

わ
や
か
ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ

ホ
ー
ル
（
柏
市
）
　
内
容
広
島
の
原

爆
投
下

の
惨
劇
を
描

い
た
「
は
だ

し

の
ゲ
ン
」

を
語

り
ド
ろ
す

講

談
師
神
田
香
織
　

費
用

大
人
二
千

五
百
円
（
前
売
り
二

千
円

）
、
中
学

生
以
下
千

五
百
円
（
前
売
り
千
円
）

固
子
ど
も
の
家
わ
ら
し
こ

・
わ
ら

し
こ
会

容
0
4・
７

１
５

０

・
２
６

文化ホールギャラリー

会　期 内　　容 問い合わせ先

8/ 1困～4 ぐ日）艸(そう)流会書展 日芸書道連盟艸流会・大角　　a368-71ﾜ1

8/ 6 ㈹～11剛 第26回麦の会洋画展 麦の会・桑原　　　　　　　　Q347 ―7030

8/20W ～25(日)第20回記念レンガの会記念展 レンガの会・阿部　　　　　　公362-65ﾜ6

8/27収卜9/1  (B)第30回松戸市創作グループ展 松戸市創作グループ ・稲本　　a36 ワー26引

開館時間…午前10時～午後6時　休館日…月曜日

［

］
パ

ー

ト

保

健

師

を

募

集

対
象
保
健
師
有
資
格
者
　

業

務

内
容
健
診
・
相
談
業
務
、
家

庭
訪

問
等

※
市

内
の
医
療
機
関
に
勤
務
し
て

い
る
人

は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ

い
。

圜
保
健
福
祉
課
保
健
係

容
3
6
6
・
７

［
］
就

学

義

務

猶

予

免

除

者

等

の

中

学

校

卒

業

程

度

認

定

試

験
病
気
な
ど
や
む
を
え
な

い
事
酊

に
よ
り
、
就
学
義
務
を
猶
予

ま
た

は
免
除
さ
れ
た
人

や
日
本
国

籍
を

有
し
な

い
人
で
、
年

度
末

ま
で
に

満
十
五
歳
以
上
に
な

る
人

に
対
し
、

中
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
が
あ
る

か
ど
う
か
を
認
定
す

る
た
め
の
試

験
で
あ
り
、
合
格
し

た
人

は
、
高

等
学
校
の
入

学
資

格
が
得

ら
れ
ま

す
。願

書

覚
付
期
間
８
月

１
日

水
～

９
月
２
日
囲

（
土

・
日

曜
日

は
除

く
）
　

受
付
場
所
千
葉
県

教
育
庁

［
］
三

療

施

術

（

は

り

・

き

ゅ

う

・

マ

ッ

サ

ー

ジ

）

を

無

料

奉

仕８

月
1
8
日

襾

午

前

９

時
3
0
分

か

ら
　

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容

松
戸

市

視

覚

障

害

者

協

会
会

員

に

よ

る

三

療

施

術

定

員

四

十

人

（
抽

選

）

匣

８

月

５
囗

丱
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

は

り

・
き

ゅ
う

・

マ

ッ
サ

ー

ジ

の

い
ず

れ

か

ひ

と

つ

・
住

所

・
氏

名

‘
年

齢

・
性

別

・

電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
－

2
2
1
8

松

戸
市

五

香

些

二
の
七

の

Ｉ
　
健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー
松

戸

亟

視

覚

障

害

者

協

会

（

昔
3
8
3・
７

１

１

古
　

へ

学
校
指
導
部
指
導
課
義
務

教
育

指

導

室

試
験
日

１１一
月

５
日

㈹

試

験
会
場
千

葉
県

総
合
教
育
セ

ン
タ

ー
　

試
験
科
目
国

語

・
社
会

・
数

学
・
理
科

・
外
国
語

（
英
語
）

團
市

教
育
委

員
会

指
導
課

昔
3
6
6
・

［

］
千

葉

の

お

い
し

い

さ

か

な

料

理

コ

ン

テ

ス

ト

作

品

を

募

集

募
集
料
理
ヒ
ジ
キ
ま
た

は
タ
チ

ウ
オ
を
使
用
し
、
九

十
分
以
内

で

手

軽
に
作

れ
る
料
理
　

選
考
万
法

書
類
選
考
で
一
般

の
部
・
親
子

の

部

（
小
学
生
対
象
）
各
五

組
程

度

を
選
出
し

、
９
月

７
日

出
の
コ

ン
テ

ス
ト
で
実

際
に
調
　
　

ノ

理
し
、
決
定
し

ま
　
　
　

／

す

（
入

賞

者

は

、

小
冊
子
や
県
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
）
。

応

纂

貫
格
県
内

在
住

・

在
勤
の
人

奈
材
料
は
用
意
し
ま
す

。

匣
８
月
５
日

賄
〔
消

印
有
効
〕
ま

で
に
、
イ
ラ

ス
ト

ま
た
は
写

真
と
、

任
意

の
用
紙
に
材
料

・
調
理
方
法

［

］
公

開

講

座

「

健

康

づ

く

り

と

和

漢

薬

」

８

月
3
1
日

出
午

後

２

時

～

５

時

会

場
幕
張

メ

ッ

セ

国

際

会

議

場

内

寮

申
明

日

の
健

康

づ

く

り

～

健

康

ち

ば
2
1
か
ら

～

②
女

性

と

漢

方

⑤

艾
と

漢

方

で

こ
こ

ま

で

治

る

皮

膚

疾

患

講

師

①

十
葉
旧
型
基
果
金

病

院

長

・
平

井

愛

山

氏

②

慶

應

義

塾

大

学

医

学

部

助

教

授

・
福

澤

素

子

氏

③
大

阪

車

立
大

学

大

学

院

教

授

・
石

井

正

光

氏
　

定

員

先

着

八

百

人
　

春
用

無

料

匣

８

月
2
3
日

銜
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

（

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・
電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

千
2
6
0
－
8
6
7

0
千

葉

市

中

央
区

亥

鼻

一

の

八

の

一
　

千

葉

大

学

大

学

院

医

学

研

究

院

「
Ｆ

５

」

和

漢

係

（
因
0
4
3・
四一

・
2
0
9
5

）
　へ

お

よ

び

住
所

・

氏

名

・
年

齢

・
電

話

番

号

を
記

入

し

て

、

〒
2
6
0
－
8

6
6
7

千

葉

市

中

央
区

市

場

町

一

の

一
　

千

葉
県

庁

水

産

課

内

フ

ォ

圭

フ
ム

事

務

局

（

公
0
4
3・
2
2
3・
3

0
4
5

）
　へ

［

］
大

学

通

信

教

育

秋

期

合

同

入

学

説

明

会

８

月
3
1
口

出

会

場

新

宿

エ

ル

タ

ワ

土

二
十

階

（
新

宿

区

西

新

宿

一

の
六

の

匸
　

内

簟

布
望

す

る
大

学

・
短

期

大

学

の

教

職

員

か

ら

、

通

信

教

育

で

の

講

義

内

容

・
学

習

方

法

・
受

講

手

続

き

等

に

つ

い
て

の

説
明

対

象

一

般

お

よ

び
高

校

生
　

費
用

無

料

※

参

加

校

等

、

詳

細

に

つ

い
て

は

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

固

鱇

私

立
人

学
通

信

教
育

協

会

登

0
3・
３

８

１

８

・
3
8
7
0

［

］
放

送

大

学

学

生

を

募

集

テ
レ

ビ

ー
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て

授
業
を
行
ウ
正

規
の
通
信
制
四
年

制
大
学

で
、
所
定

の
単
位
を
修
得

す

れ
ば
「
学
士

（
教
養
）
」
の
学
位

が
取
得

で
き

ま
す

。

募
集
①
全
科
履

修
生

（
卒
業
を

目
指
す
人
）

②
選

科
履
修
生

二

年
間
在

学
す

る
学
生
）
図

科
目
履

修
生

〔
一
学
期
間

（
六
ヵ
月
）
在

学

す
る
学
生
〕
　

出
願
期
限
８
月

1
5日

水

対
象
①

卞
八
歳
以
上

②

③

す
五
歳
以
上

奈
資
料
請
求
フ
リ
ト
ダ
イ
ヤ
ル

函

Ｏ
１

２
０

・
８
６
４

・
６
０
０

圖
放
送
大
学
東

京
足
立
学
習
セ

ン
タ
１
昔
0
3・

５
２
４
４
・
2

7
6
0

夜
遅
く
ま
で
遊
ん
だ
り
、
残
り
ご
み
を
放
置
し
た
ま
ま

帰
ら
な
い
よ
う
に
し
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見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝ 松戸市の市外局番は047です

森のホール２１
期　日 内　　容（★は有料） 開ﾇ続 開 問い合わせ先

大

ホ

ー

ル

8/ 2(勍
ミ ラ ノ・スカ ラ弦 楽合奏 団

フ ルート: 高木 綾子　 オーボエ: 古部賢 一 ★
19 二00

森 のホ ール21 チケッ トセ ンタ ー

Q  384-3331

3(士)
～ ダニエ ル ・ビ ネ リ楽団 ～

タン ゴ ・メト ロポ リス　　　　　　　　 ★
旧:00

森 のホ ール21 チケッ トセ ンタ ー

s  384-3331

9詣
ぐ－ チョ コラ ンタン

フ ァミ リース テ ージ　　　　　　　　　 ★

11:00 ハローダイヤル

昔03 一石ﾜﾜﾜｰ8600糒:00

28 ㈲
十 代目板 東三 津五 郎襲名 披露

松 竹大歌 舞伎　　　　　　　　　　　　 ★
16:00

森 のホ ール21 チケッ トセ ンタ ー

公384-3331

31 ㈹
東 京都交 響楽 団　 松戸シ リ ーズ

「オ ーケスト ラ名 曲の 旅」　　　　　　 ★
征:00 都響ガイドa03  ―3822 ―072ﾜ

小

ホ

ー

ル

8/ 1休）

第∠に3回㈱伊藤楽器

ピアノ・エレクトーン発表会

卜00

㈱ｲ尹藤楽器　　　S  368 ―0111

糒:00
ヤ:00

2脂

10:00
14･00

16:00

4ぐ日）
エトワールバレエシアター
松戸教室第ﾜ回発表会

巧:30
エトワールバレエシアター

0364- ∠12引

9廊 音楽発表会 15:30
小林音楽教室

登04 －71ﾜ2-1646

10(士)
グ ローブ 座カ ン パニー

「ヴェ ニス の商人 ］　　　　　　　　　 ★
ヤ:00

森のホール21 チケットセンター
a  384-3331

17 比
アン サン ブル ・ヅ ユネ ス

第3 回定 期 演奏会　　　　　　　　　　 ★
m:00

アン サンブル・ヅュネス
O04 ワ158-18ﾜ8

24 ①
森 の室内 楽　 イタ リア ・フラ ンス ・ド イツ

～ 音楽 の旅　　　　　　　　　　　　　 ★
14 二00森川室内楽　　　a  384-6825

24 ㈹ S 囗AN［KIDS DRAMA　　　　　　　 ★ 19:15
㈱サクソンコートジャパン

o  03-3869-1238

25(日)ピアノ発表会 14:00 矢島淳子　　　　a  388-ﾜﾜ34

31 ft
ファミリーのための名曲コンサート
子供によるウィーンの音楽史コンサート

13:00
松戸クラシック音楽を楽し む会

a  367-0939

休館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館レ 翌日休館)

市 民 会 館
期日 内　　容（★は有料） 開演時閤 問い合わせ先

8/4(日)カラォヶ教室15周年記念カラオケ大会 10:00 石沢友の会・石沢　　　 昔3引 －６拓ﾜ

6(刈 松戸市平和コンサート 1∠↓:00市総務企画本部総務課　　a366 ―7305

10 圉 第5回ハワイアンカーニバル 13:30 マハロ・クラブ･ 神崎R04- ワ1ﾜ5－1ﾜﾜ0

11 ⑧ 爆笑サマーライブin 松戸　　　　 ★ 15二00森のホう レ21チケットセンターS384-3331

18(日) 第14回松戸民踊愛好会　チャリティー大会 10:00 松戸民踊愛好会・渋谷　 音訓6-2255

24圉 「常田富士男」民話の世界 纐:30
「常田富士男」民話の世界・事務局

o03 ―3583 ―8151

25(日)松戸歌謡友の会第2回発表会 10:30 松戸歌謡友の会・小川　　昔38マー8991

30R ♀ 片手,水素つ口 9:30 市 六日 歩竝　　　　　　　Q365 一 則 倡

21世紀の森と広場パークセンタ

ー 日　胯 内　　容

観

察

会

8/18(1日)午前10時～11 時30 分 昆虫ウオツチング　　 講師自然解説茵・佐藤隆士氏

8/24X土)午前10時～11日僞 ○分 野草ウオツチング　　 講師自然解説員 引||艫祥子氏

圃当日パークセンターで〔雨天中止〕 定員先着25人　費用無料

展示

7/30(火卜8/4(Eﾖ) 「現代押し花ア一卜晨」　内田弘子氏

8/6(火卜11( 日) 「ひょうたん作品展」　松戸瓢箪村

8/31  aう～9/8(Eﾖ） 「ベゴニア展」　日本ベゴニア協会千葉支部

相談
毎週水･ 土･ 日曜日と祝日の午前
ｍ 時～正午と午後IE侍～3 時30 分

みどりの相談員による花や緑に圉する相談（電話で
も受け付けます）

休館 日 …月曜 日( た だし 祝 日の 場合 は 開館し､ 翌 日休 館) 開館 時 間… 午前9 時～ 午後40f3O 分(8 月

20R 屶 ま では 午後6 時 まで)

松戸市民ギャラリー
期間 8/1休)まで 8/2衡～15 團 8/16R卜29 ㈲

東
村 山 和子 の“パ ステ ル にこ だわ つで

圜 村 山S331 一3020

プ リマペラ作品宸

羂増山Q388-2ﾜ60

ペインティングK 作品展

圖吉田a360-ﾜ48B

西
全 日 本写 真 連盟 東 葛支 部 写真 展

圖 坂 本Q361 ―0022

アツブルシー 円乍品展
昌東舘o369 ―0536

あすなろ会洋画展

昌 三平昔36 ワー4536

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

衛 生会 館所 在 …竹ヶ 花45 の53

◆テレホン 案内サービ ス

〔当日の医療機関( 待機病院 、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を 案内してい ます〕

昔366 －0010

平日 午後4 時30 分～翌日 午前9 時

休日 と土曜 午前9 時～ 翌日 午前９時

◆夜間急 病診療所　　S368-3756

衛生 会館内　毎日 午後8 時～ 月 時

◆休日土 曜日夜間 歯科 診療所

Q365-3430

衛生会館内　 午後8 ㈲～11 ㈲

期　　問 内　　　容

8/1 ㈹～31 圉 午 後

1B15 分･3 時15 分

か ら （土･ 日曜 日 、

祝 日は 午 前11 時 か

ら ）上 映

ハ イビジ ョ ン映 像「 日本 の旅　 小 京 都① 一知覧 ・日 南飫肥 ・人吉 ・日 田 ・甘 木

秋 月」〈上映 時間50 分》

会 場講 堂　 観 覧無 料

9 月＝L ‾日本 の旅　 小 京都 ②一伊万 里 ・小城 ・土 佐中村 ・安 芸 ・大洲］《上 映時

間50 分》

8/18(B)まで

企 画展｢ 弥 生人 の脳 発見 ！と っとり 青谷 上寺 地遺跡 展～ 松戸 で弥生 大にあ え る｣

内 容二 十世 紀梨 の縁 で松 戸市と 交 流が 深よ ってい る 鳥取 県の 青谷 上寺 地遺 跡か

ら 日本 で初 めて 弥生人 の 脳が 発見さ れ まし た。同 遺 跡では｢ 弥生 の 博物館｣ と い

わ れる ほど多 数の 生活 道具も同 時 に発見 さ れてい ます 。その 全貌 を紹介し ます。

会 場企 画展示 室　 観覧 料一般500 円 、高 ・大学 生250 円 、小 ・中学 生150 円

※常 設 展観覧 料と は別 料金とな り ま す。

8/6(火)・9窗 ・15 ㈹

午 後2 時10 夕卜3 時

映 像で みる昭 和 の歴史

内 容昭 和の映 像記 録を 通し て戦争 と平jf［］の 意味に つい て考え ま す。

8/6W 「 都民た ちの 戦場～ 東 京大空 襲」8/9 廁 「壊 滅し た 商 都～大 阪大空 襲」

8/15 ≪ 「米 軍を 迎え た ヨコハ マ」

会 場講 堂　 定 員当 日先 着80 人 観覧無 料

シルクロード・コレクション公開資料「菩薩半跏像」ｲ厶像誕生の地パｷ スタン・ガンダーラ出土

江 戸時 代旅 装束試 着体 験…毎 月 第1 日曜日 午後1 時 ・2 時 ・3 時 ・∠L時 から各 回男 女吝1 人

匣 電話 で市 立博物 館試 着体 験係a38 ∠4-82ﾜ2 へ

休 館日 …月曜 日（祝 ・休 日の 場合は 開館し 、翌 日休館 ）・第4 金曜 日（ﾜ/26 を除 ＜＞ 年 末年始(12/28

～1/4) 開 館時間 …午前9 時30 分～午 後5 時（入 館は 午後4 時30 分 まで） 常 設展観 覧料 …一般300 円

(240 円 ）、高 ・大 学生 巧O 円（100 円）、小 ・中学生100 円（60 円 ）〔（　　 ）内 は団 体料金/20 人以 上 〕

※毎週土 曜 日は 、小 ・中学生 の観 覧は無 料 です。

ガ イドツ アー （常 設展示解 説）… 毎日午前 ｍ 時 一午 後2 時 から30 分間 （参加者 は観覧料 が必要 です）

学 芸員によ る展示 スポット 解説 …毎週日曜 日午 後2 時30 分 から20 分間 （参加者 は観覧料 が必要 です）

※来館 者専用 の駐 車場は あり ま せんの で 、21 世 紀の 森と 広場の 有料 駐車 場をご利 用く ださ い。

今から2 年前の平成12 年6 月 、弥生人の脳が残る 頭蓋骨が発掘

さ れましたＯ脳は鳥取大学医学部井上貴央教授が水洗中に発見さ

れまし たが、人骨の扱いなどについて発掘現場と井上教授との連

携がうまくできていだからこその発見でし た。脳が残っていたこ

と自体奇跡ですが 、その発見の裏には関係者の努力が隠れている

のです。

期　日 内　　　　容

9/1総まで

徳川 昭 武の 生 涯 ー小 中 学 生の た めの歴 史 展示 一

四季 の花々や 野鳥に親し める 市民 憩いの 場 ・戸定 邸は 、もとも と衙| 昭 武 （あ き

たけ） のお屋敷 でし た。 篏は最 後の 将軍衙| 慶 喜 （よし のぶ ）の弟とし て 、激動 の

時代を 生きた人 物で す。今 から135 年前 、将軍名 代 （みょう だい ）とし て出席し た

パリ万 国博覧会の時 は 、わ ずか 猖歳 でし た。戸定 邸 での平穏な 日々 にい たるま での

昭武の生 涯を 、わかり やすく たど っていき ます（夏 休 みの白 由研究にも最 適 口 。

入 館時 間 …午前9 時30 分～ 午 後5 時( 入館 は4 時30 分 まで 、月曜 日は 休館)

入 館料 …戸 定 邸 ・歴史 館共 通 入館 券一 般240 円(200 円 匸 高 ・大 学生160 円(120 円) 、小･ 中学生

80 円(60 円) 個 別入 場券一 般 巧〇円(120 円)､ 高 一大学生100 円(80 円)､ 小 ・中学 生50 円(40 円几(　)

内は 団体 料金/20 人以 上〕

※土 曜 日は バ｣卜 中学 生の 観覧 は 無料 で す。

市民劇場

期日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

8/ 4(日)サマーコンサート 11:00 田中光子　　　　　　　Q392-80 ∠|ﾜ

6次）地球環境講演会～美しい地球を子どもたちに★ 13:30 松戸地球村・冨崎Q090-4054 ―0368

10 圉 ピ ア ノ発表会 14:30 藤木ピアノ教室　　　　Q343-59ﾜ8

11(日)一人の健康から地球の末来まで 13:00 カトレア会・高橋　　　Q330-5550

17 圉 話し方コンテスト 13:00 HR 松戸話し方サークル一西田a391-1453

18 剛 サテライトハーモニカ発表会 12:30 松戸八一モニカアミーゴS385-3255

23 廊 童謡コンサート～う たでつづる童謡の歩み★ 13:30 松戸童謡の会　　　　　昔3∠11-8430

25(日)ロ サー ナフラ メン コ舞 踊発 表会　　　 ★ 1ﾜ:30 ロサーナフラメンコスタジオ公363 ―5439

27 隗）健康カラオケコンテスト 18:00 健康カラォヶ 普及会　　Q341-3623

30 謝 演劇公演 14:00 劇団袮 ずバナナ 容090 －1ﾜ00 －8ﾜ06

休場日…月曜日(ただし祝日の場合は開場し 、翌日休場)

○ お気軽にご相談＜ださい ８月の相談あんない ○

相 談名 期　 日 時　 間 会　 場 詈

市政･一般民事
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課

市

民
相
談
課

登366

・
７
３
１
９

※

一般

民
事
相
談
＝

金
銭
・
身
の
上
・

相
続

・
離
婚
等
家
庭
閲
題
の
相
談

交通事故 午前9時～午後5 時

法律相談
(予約制)

月･ 火･木曜日 午 後1 時～5 時

市

役所

相
談
コ
ー

ナ
ー

第1月曜日 午前9時～正午

税務相談 第2金曜日 午 後1 時～5 時

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第2・第4月曜 日 午 後1 時～3 時

不動産相談 水曜日 午 後1 時～5 時

外国人相談 第2・第4火 曜日 午前9時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

労働相談　| 第1・第3月曜日 午 後1 時～5 時 商工観光
課労政係※労働･内職相談は東葛飾支庁商工労政課(8361 -4089)でも行っていますo

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

す くす く さ ぼ －と21

Q367 ―4646

ＣＭＳ子 育 て支 援 セ ン

タ ー　H394-5590

チェリッシュ・サポート・

システムS308 ―5880

家庭児童相談 月～金曜日 午前9時～午後5時 児童福祉課内

Q366-7347母子婦人相談 月～金曜日 午前8時45分～午後5時

就学相談(予約制)
月～金曜日

午前9時～正午･ 午後

1時30分～4時30 分

教育研究所( 予約専用)

25366 ―7600教育相談(予約制)

青少年相談
(電話)

月～金曜日

午 前8 時30 分～

午 後4 時30 分

こ ど も課

Q363-7867

青 少 年 相 談

(来所)〔予約制〕
午 前8 時30 分～

午 後5 時

こ ど も課

Q366-7464

※住宅課0366-7366 、商工観光課S366-7327

※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

相談 名 期　 日 時　 間 会　 場 預

人権相談

第1～第4金曜日

午前10 時 ～午後3 時

市役所手職]-ﾅｰ
千

葉地

方
法

務
局
松
戸
支
局

市
民
相
談
課

合366

７
３
１
９

5(月) 馬 橋支所

6叫 六実支所

耿 小 金支所

7團 常盤平支所

7㈲ 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

1木 鑵 原市民ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局( 登363-6278) でも行ってい ます。

心

配

ご

と

相

談

鄲 ～第4金曜日

午前10 時 ～午後3 時

市銜豺職ｺｰﾅｰ 社
会

福

祉
協

議

会

昔368

・
Ｏ
ｒ
Ｄ
０
３

5(月) 馬 橋支所

6火 六実支所

6(火) 小 金支所

7冰)・21冰) 常盤平支所

7㈹・21氷 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

1休)・15團 ふ金原市民ｾﾝﾀｰ

痴ほう介護相談 23(金) 午 後1 時 ～3 時 社会福祉協議会

消費生活相談 月～金曜日 午前8時30分～午後4時
消費生活 センター

Q365-6565

ゆうまつど

こころの相談

(予約制)

第1～第4月曜日
午前10時～午後4 時 女性 センター

(相談室直通)

S363-0505
第2～第4木曜日

第1木曜日 午 後2 時 ～8 時

パ ート 労 働悩 みご

と相談 （予 約 制） 6㈹
午 後1 時30 分 ～

4時30 分

女性 センター

25364 ―8778

高年 齢者 職業 相談
月～金曜日( 第
3木曜日を除く)

午前9時～午後5 時
高年齢 者職 業相 談室

S368-5656

文化ホールギャラリーの催し物は7面をご覧ください

384-

5050

博物館（21世紀の森と広場

内）

384-81

81

368-

1237

戸定歴史館 362-

2050

大墨に出土した人骨の発掘風景

まさか脳が残っているなんて…

奇跡の発見！弥生人の脳

345-

8900

368-

0070

教)社会教育課　366-7462


